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市民部会を開催中
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今月の主な内容

池田冬のオブジェ2011（27Pに掲載）

始めよう  市民主役の  まちづくり



　
交
流
拠
点
施
設
で
は
ど
ん
な

事
業
を
す
る
の
？

　
「
交
流
連
携
事
業
、
鑑
賞
事

業
、
育
成
事
業
、
創
造
事
業
、

普
及
事
業
、
情
報
事
業
、
施
設
提
供

事
業
」 

こ
れ
ら
７
つ
の
事
業
を
実
施

し
、
相
互
に
連
結
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
相
乗
的
な
効
果
を
生
み
出
し
て
い

き
ま
す
。

　
施
設
周
辺
だ
け
で
な
く
、
三

好
市
全
体
の
交
流
拠
点
に
つ

な
が
る
の
？

　
三
好
市
内
全
域
の
地
域
や
学

校
、
生
涯
学
習
施
設
、
体
育

施
設
、
福
祉
施
設
、
観
光
施
設
な
ど

と
様
々
な
機
能
を
連
携
し
、
市
民
同

士
や
市
を
訪
れ
た
人
と
の
交
流
の
機

会
を
提
供
す
る
な
ど
、
文
化
芸
術
活

動
を
核
と
し
た
交
流
活
動
の
広
が
り

を
つ
く
る
「
交
流
連
携
事
業
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、
映
画

な
ど
い
ろ
ん
な
芸
術
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
の
？

　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
質

の
高
い
公
演
や
展
示
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
優
れ
た
文
化
芸
術
作

品
の
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
、
芸
術
家
本
人
や
関

係
者
と
協
働
し
た
講
演
会
、
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

や
県
立
近
代
美
術
館
と
の
連
携
に
よ

る
移
動
美
術
館
な
ど
多
彩
な
「
鑑
賞

事
業
」
を
行
い
ま
す
。

　
活
発
な
交
流
活
動
に
は
人
づ

く
り
が
重
要
な
鍵
を
に
ぎ
っ

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ス
タ
ッ
フ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目

的
と
し
た
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

等
を
実
施
し
な
が
ら
交
流
拠
点
と
地

域
を
つ
な
ぐ
地
域
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し

「
育
成
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
徳
島
市
の
ア
ニ
メ
の
祭
典「
マ

チ
☆
ア
ソ
ビ
」
の
よ
う
な
、

三
好
市
独
自
の
文
化
が
生
ま
れ
な
い

か
な
？

　
既
存
の
文
化
芸
術
活
動
を
保

護
、
育
成
す
る
一
方
、
三
好

市
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
活
動
実
績
の

な
い
分
野
（
演
劇
、
映
画
制
作
、
メ

デ
ィ
ア
芸
術
ほ
か
）
も
開
拓
し
、
新

し
い
創
造
活
動
の
企
画
展
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
に
よ
り
柔
軟
性
と
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る「
創
造
活
動
事
業
」

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
文
化
芸
術
っ
て
私
に
は
縁
が

な
い
し
、難
し
い
こ
と
か
な
？

　
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
で

き
る
ロ
ビ
ー
を
活
用
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
や
展
示
会
を
開
催
し
た
り
、
親
子

で
音
楽
や
演
劇
を
楽
し
め
る
親
子
芸

術
鑑
賞
会
や
小
中
学
校
や
福
祉
施
設

を
訪
問
し
て
の
演
奏
会
や
出
前
事
業

な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
に
向
け
た
気

軽
に
親
し
め
る
事
業
、
文
化
芸
術
を

体
験
実
習
で
き
る
各
種
教
室
の
開
設

な
ど
を
実
施
し
文
化
芸
術
の
「
普
及

事
業
」
に
努
め
ま
す
。

　
バ
ン
ド
や
阿
波
踊
り
の
練
習

や
発
表
と
か
思
い
っ
き
り
で

き
る
場
所
は
あ
る
の
？

　
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
や
交

流
活
動
の
た
め
に
、
幅
広
く

施
設
の
各
諸
室
を
提
供
し
ま
す
。
児

童
生
徒
や
文
化
芸
術
団
体
な
ど
市

民
の
文
化
芸
術
作
品
の
発
表
、
練
習

の
場
と
し
て
の
ホ
ー
ル
や
諸
室
の

利
用
、
三
好
市
の
地
理
的
特
性
を
生

か
し
た
各
種
会
議
や
催
事
（
イ
ベ
ン

ト
）
の
誘
致
な
ど
、
多
目
的
な
利
用

に
対
応
し
た
「
施
設
提
供
事
業
」
を

行
い
ま
す
。

　
三
好
市
の
活
動
を
全
国
に
発

信
す
る
の
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
有
効
な
の
で
は
。

　
そ
う
で
す
ね
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
専
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
自
主
事
業
や
市
内
イ

ベ
ン
ト
情
報
を
幅
広
く
収
集
発
信

し
た
り
、
情
報
検
索
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
相
談
窓
口
の
提
供
、
メ
デ
ィ
ア

へ
の
情
報
提
供
お
よ
び
広
告
宣
伝

活
動
、
機
関
紙
・
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

の
発
行
な
ど
「
情
報
提
供
事
業
」
に

取
り
組
み
ま
す
。

交流拠点施設整備実施計画検討委員会
市民部会を開催中

交流拠点に関する疑問にお答えします
交流拠点 Ｑ＆Ａ

検討委員会設置後、これまで 3回の市民部会が開催され、「活動事業のあり方」「管理運営・組織」「施設計画」
といった実施計画に盛り込む内容について活発な討議が行われています。主な意見をご紹介します。

活動事業のあり方について

施設計画について

◎目指すべき 7つの事業が実際に可能かどうか
検討すること

◎いかに維持管理費を抑えるかも意識しながら
計画を立てて

◎どのようにすれば人が集まり使えるものにな
るか

◎三好市に行けば必ず体験できる事業を
◎育成・普及事業は今から準備
◎施設の周辺を含め宿泊、交通網を整備し回遊
性を持たせた計画を

◎自主的にチケットを買って鑑賞したいと思え
る事業を

◎ハード・ソフト両面から整備

◎基本的に受益者負担の考え方で、減免措置な
ども検討
◎「使う」から「使わせてもらう」市民の意識
変換
◎多くの人に利用してもらえるように安価な料
金で
◎「文化基金」「友の会」「オフィシャルスポン
サー」を検討

利用料金の考え方

管理運営・組織について

◎地盤調査を、しっかりとすること
◎子ども達に身近な所で文化を感じてもらいた
い

◎文化に限らず様々な活動において交流できる
施設に

◎この施設を中心に交流活動を活発にさせるに
はどうしたらいいか、まちづくりをどうして
いくか、三好市のあり方を考えるうえでいい
きっかけとなる

その他

交流拠点施設が、様々な交流活動を通して身近に
文化に触れ親しみ、誰もが気軽にくつろぎ憩える
場所となるよう引き続き検討が重ねられます。

　　　　お問い合わせ先
　三好市企画調整課文化交流推進室

（電話　72-7633)

◎民間的な発想で活発な運営が必要
◎指定管理、直営に関わらず有機的な運営をす
ること
◎優秀なスタッフと柔軟な組織体制が望まれる
◎ 5～ 10年スパンで中長期計画が必要

【ホール機能】
◎基本計画通り客席数は 600席が妥当
◎客席数は 1000席はほしい
◎客席はゆとりのあるものを
◎固定式にこだわらず、可動式の客席も検討し
てみたら

◎客席はゆったり、車椅子でも不自由なく利用
できるように（ユニバーサルデザイン）

◎舞台は土足でも使えるように
【練習機能】
◎小ホールは、リハーサル、会議、小規模興行、
展示室など多目的に使えるように

【展示機能】
◎展示パネルは可動式でしっかりしたものを

【交流機能】
◎開館中いつでも食事ができる場所はぜひ必要

【その他の機能】
◎施設に見合った駐車場スペースの確保を
◎南北 2か所の出入口が必要
◎社会的施設との複合も視野に入れて考えてみ
ては

答 答

答答答

答答

答

問問

問問問

問問

問
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　近年、災害による被災は 65 歳以上の高齢者や障害者など
の要援護者が多くを占め、災害時の要援護者支援は非常に重
要です。三好市においても、10 月 28 日、三好市保健セン
ターで災害時要援護者支援研修会を開催しました。山口大学
大学院准教授 瀧本浩一氏から「地域防災の考え方」につい
て講演をいただいた後、参加者全員で災害図上訓練 DIG を
実施しました。これは、自分たちの住んでいる地域の地図を
もとに起こりうる災害像をより具体的にイメージするワーク
ショップで、参加された方は「災害に備えてどういう取り組
みが必要なのかがよく理解できた。今後、地域で取り組んで
いきたい」と話していました。

　県立池田高校は普段、教育機関として活動していますが、
大災害発生時には地域住民の避難場所としての役割もありま
す。今回、池田高校定時制では東日本大震災をきっかけに防
災について取り組むことになり、11 月 1 日と 2 日、防災講
演と夜間避難を想定したフィールドワークを実施しました。
　フィールドワークでは、生徒と教員が 5 班に分かれて、避
難ルートの確認など与えられたテーマで避難者の立場になっ
て校地・校内を歩き、危険箇所や改善すべき課題を洗い出し、
避難所としての機能を確認しました。今回の成果は、災害時
の避難誘導や避難所運営マニュアル作成に向けての資料とし
て活用し、安全、安心なまちづくりに役立てます。

　11 月 3 日に紅葉温泉および特別養護老人ホーム
長生園で三野町消防団による防災訓練が実施されま
した。午前中は長生園の入所者を避難所に搬送する
訓練が行われ、午後からは山林火災を想定し、防災
ヘリによる消火作業や、全分団がポンプを連結し消
火訓練を行いました。また、一般の方には起震車に
よる地震体験や模擬消火器による消火訓練が行わ
れ、参加者全員の防災意識の向上につながりました。

　サントリー食品インターナショナル株式会社か
ら、災害時の備えとして、備蓄用飲料水 500 ｍｌペッ
トボトル 24,192 本分を 11 月 14 日にご寄付いただ
きました。
　三好市では、災害などが発生した際に市民へ提供
する飲料水として活用するため、市内の防災倉庫お
よび各総合支所などへ配
備させていただきました。

いざという時のために備えよう ― 防 災 

夜間避難を想定したフィールドワークを実施

災害時の要援護者支援のあり方を考える

備蓄用飲料水の寄付をいただきました三野地区で防災訓練を実施

住　宅　名 所在地 戸数 単身可 区分 築年度

三野芝生第二北団地B 芝生 1 公 S54

池田州津B団地 州津 1 公 S54

池田板野団地 イタノ 1 公 S53

池田新山団地 シンヤマ 1 公 S56

池田中西A団地 中西 1 ○ 公 S49

山城下川団地 下川 1 公 S52

山城西宇１号団地 西宇 1 公 H3

山城永美団地 下川 3 ○ 特 H7

山城伊予川団地 信正 1 ○ 特 H9

西祖谷一宇団地 一宇 3 ○ 公 S60

西祖谷一宇第２団地 一宇 1 ○ 特 H8

西祖谷西岡団地 西岡 1 ○ 特 S62

西祖谷第２西岡団地 西岡 6 ○ 公 H4

西祖谷榎団地 榎 3 ○ 特 S53

西祖谷榎団地 榎 2 ○ 公 S53

西祖谷秘境ふるさと団地 一宇 5 ○ 貸 H13

東祖谷和田第1団地 和田 5 ○ 公 S53

東祖谷和田第2団地 和田 2 ○ 公 H8

東祖谷樫尾団地 樫尾 1 ○ 公 S54

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 公 S53

東祖谷名頃団地 菅生 1 ○ 特 S53

東祖谷落合第2団地 落合 2 ○ 公 S53

公＝公営住宅　特＝特定公共賃貸住宅　貸＝貸付住宅　改＝改良住宅
市営住宅募集情報は市ホームページにも掲載しています

入居希望者は12月26日（月）17時15分まで
に必要書類をご持参のうえ、お申し込みください。

■ お申込みできる方
①現在、同居か同居しようとする親族がある方 ②現に住宅
に困っていることが明らかな方 ③税金・水道・保育料等の
公共料金を滞納していない方 ④所得が所定の基準に該当
する方⑤申込者または同居親族が暴力団員でない方
■ 公営住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額 15 万 8 千円以下であること。
ただし次の場合は所得合計が月額 21 万 4 千円以下であれ
ば入居可能です。①高齢者世帯（入居申込者が 60 歳以
上で同居しようとする親族全員が 18 歳未満または 60 歳以
上）②障害者世帯（入居者または同居者が、障害者・戦
傷病者・被爆者・引揚者等）③子育て世帯（同居者に小
学校就学前の子供のいる世帯）
■ 特定公共賃貸住宅の所得基準
入居世帯の所得合計が月額15万8千円以上48万7千円以下
※上記の所得基準に当てはまらない方でも入居可能な場合
がありますので、お問い合わせください。
■ 貸付住宅の所得基準
入居世帯の所得基準なし
■ お申し込み・お問い合わせ先

池田地区　　三好市管理課　　（電話 72-7681）　
三野地区　　三野総合支所　　（電話 77-4804）　
井川地区　　井川総合支所　　（電話 78-5001）　
山城地区　　山城総合支所　　（電話 86-1111）　
西祖谷地区　西祖谷総合支所　（電話 87-2273）　
東祖谷地区　東祖谷出張所　　（電話 88-2896）　

市営住宅入居者募集

出発前の
準備が大切

お問い合わせ先
国土交通省池田国道維持出張所

（電話 72-2177）

携帯電話で道路情報をチェック
（四国地区の道路情報が確認できます）

■ QR コードでアクセス
（DoCoMo・au・SoftBank 共通）

■ パソコンでもご利用いただけます

準備不足が
事故・渋滞

になる恐れがあります

検索四国道路情報

冬用タイヤへの交換・タイヤチェーンの携行など、
冬期の運転準備は万全に !

　東日本大震災における災害派遣活動への支
援・協力に対して、陸上自衛隊第 14 旅団か
ら感謝状をいただきました。11 月 6 日に善通
寺駐屯地で行われた第 14 旅団 5 周年および
駐屯地開設 61 周年記念式典において贈呈式
が行われ、俵市長が第 14 旅団長井上武氏か
ら感謝状を受け取りました。

陸上自衛隊第 14 旅団より
三好市に感謝状をいただきました
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高
齢
者
は
３
つ
の
大
き
な
不
安

「
お
金
」「
建
康
」「
孤
独
」
を
持
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

悪
質
業
者
は
そ
こ
に
付
け
込
ん

で
言
葉
巧
み
に
不
安
を
あ
お
り
、

親
切
に
し
て
信
用
さ
せ
、
大
切
な

財
産
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
う
ま
い

話
、
優
し
い
言
葉
に
は
特
に
用
心

し
て
く
だ
さ
い
。

　

被
害
を
防
ぐ
に
は
、
手
口
を

知
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
電
話
勧
誘
販
売
】

食
品
や
美
術
品
の
販
売
、
金
融
商

品
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
販
売
な
ど
、

商
品
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
不
意
に
電
話
を
か
け
て
き

て
、
し
つ
こ
く
勧
誘
し
て

き
ま
す
。
ま
た
、「
今
だ
け
お
得

で
す
」
と
商
品
の
購
入
を
勧
め
た

り
、
も
う
け
話
な
ど
を
持
ち
か
け

ま
す
。

　
必
要
な
い
も
の
は
「
買
い

ま
せ
ん
」「
契
約
し
ま
せ
ん
」

と
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

【
当
選
商
法
】

　
「
当
選
し
た
」「
景
品
が
当

た
っ
た
」「
あ
な
た
だ
け
が

選
ば
れ
た
」
な
ど
と
特
別
感
を
強

調
し
て
近
づ
き
、
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
販
売
す
る
手
口
で
す
。

　
応
募
し
た
覚
え
の
な
い
当

選
通
知
が
来
た
場
合
、
確

実
に
悪
質
商
法
で
す
の
で
無
視
し

ま
し
ょ
う
。

【
送
り
つ
け
商
法
】

　
よ
く
あ
る
事
例
は
、「
カ
ニ

は
好
き
で
す
か
」
と
突
然

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
「
は
い
」

と
答
え
る
と
、
後
日
カ
ニ
が
送
ら

れ
て
く
る
と
い
う
も
の
。
あ
い
ま

い
な
や
り
と
り
で
申
し
込
み
を
し

た
よ
う
に
思
わ
せ
、
代
金
を
支
払

わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

　
一
度
代
金
を
支
払
う
と
、

お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が

困
難
な
の
で
、
安
易
に
支
払
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
薬
効
を
う
た
っ
た
商
法
】

　
「
血
圧
が
下
が
る
」「
糖
尿

病
に
効
く
」「
ガ
ン
が
治
っ

た
」
な
ど
、
薬
事
効
果
を
う
た
っ

て
健
康
食
品
な
ど
を
販
売
す
る
商

法
で
す
。

　
医
薬
品
で
な
け
れ
ば
「
病

気
が
治
る
」
な
ど
薬
事
効

果
を
う
た
う
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
点
検
商
法
】

主
な
商
品
は
布
団
、
浄
水
器
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
す
。

　
点
検
と
称
し
て
訪
問
し「
水

が
汚
れ
て
い
る
」「
ふ
と
ん

に
ダ
ニ
が
い
る
」「
こ
の
ま
ま
で

は
危
険
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お

り
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
し

ま
す
。

【
次
々
販
売
】

主
な
商
品
は
着
物
、
健
康
食
品
。

　
親
切
そ
う
な
販
売
員
が
何

度
も
自
宅
を
訪
問
し
、
優

し
く
声
を
か
け
て
は
次
か
ら
次
へ

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
勧
め
、
断
れ

な
く
し
て
契
約
さ
せ
ま
す
。

高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
の
特
徴

　

高
齢
者
は
自
宅
に
い
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
訪
問
販
売
や
電
話
で

の
勧
誘
販
売
に
よ
る
被
害
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ダ
マ
さ

れ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
」、「
被

害
に
あ
っ
て
も
誰
に
も
相
談
し
な

い
」
こ
と
か
ら
被
害
が
拡
大
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ダ
マ
さ
れ
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

◎
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。
家
族
や

周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
日
頃
か
ら
こ
う
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、
家
族
で
話
し
合
い

を
し
て
お
く
。

◎
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
は
連

絡
を
密
に
と
る
。

◎
次
々
と
手
口
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
。

高齢者を狙う
悪質商法に
ご注意を

手
口
手
口

対
応

手
口
手
口

手
口
手
口

手
口
手
口

手
口
手
口

対
応

対
応

対
応

手
口
手
口

身近な高齢者が消費者被害にあっている
おそれがある場合はご相談ください

ご相談・お問い合わせ先
・徳島県消費者情報センター 消費生活相談
　電話　088-623-0110
・三好市商工政策課 消費者行政担当
　電話　72-7645

　

猫
に
限
ら
ず
、
飼
っ
て
い
る
動

物
の
数
が
ふ
え
す
ぎ
る
と
適
切
な

世
話
が
行
き
届
か
ず
、
動
物
自
体

を
苦
し
め
、
糞
尿
や
鳴
き
声
な
ど

で
地
域
住
民
に
も
迷
惑
と
な
り
ま

す
。
ふ
え
す
ぎ
た
猫
を
め
ぐ
る
地

域
の
ト
ラ
ブ
ル
は
全
国
各
地
で
多

数
発
生
し
、
裁
判
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

の
ら
猫
に
餌
を
与
え
、
地
域
に

迷
惑
を
及
ぼ
す
ほ
ど
数
を
ふ
や
し

て
し
ま
う
の
は
、
社
会
通
念
上
か

ら
も
無
責
任
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

餌
を
与
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
飼

い
主
と
し
て
の
責
任
を
持
ち
、
糞

尿
の
し
ま
つ
を
し
て
、
不
妊
去
勢

手
術
を
う
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

責
任
が
持
て
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
の
ら
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
猫
は
人
と
暮
ら
す
よ
う
に
変
化

し
た
動
物
で
、
自
然
に
生
き
る

野
生
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
猫
は
1
回
の
出
産
で
4
～
8
頭

の
子
猫
を
産
み
、
1
年
に
2
～

4
回
の
出
産
が
可
能
で
す
。

◎
動
物
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で

す
。
愛
護
動
物
の
遺
棄
は
50
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

◎
飼
い
主
は
、動
物
の
臭
い
や
糞
、

鳴
き
声
な
ど
で
人
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
糞
の
不
始
末
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
必
ず
片
付
け
て
、
公

園
や
道
路
、
他
人
の
土
地
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
い
主
は
、
動
物
の
繁
殖
予
定

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
不
妊
去

勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

三
好
保
健
所

　

電
話 

７
２-

１
１
２
１

無
責
任
に
、
の
ら
猫
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

の
ら
猫
が
地
域
に
い
つ
い
て
ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
い
き
ま
す
。

　

猫
に
よ
る
迷
惑
を
な
く
す
た
め
に

ご
協
力
く
だ
さ
い　

　

年
末
年
始
の
お
休
み
に
つ
い
て

■
ご
み
の
収
集

年
末
年
始
の
お
休
み

平
成
23
年
12
月
29
日
（
木
）
～

平
成
24
年
1
月
3
日
（
火
）

注
意

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
さ

れ
る
場
合
は
、12
月
29
日
（
木
） 

9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時
で

搬
入
を
受
け
付
け
ま
す
。
清
掃

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し
て
か
ら
自

己
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
、
処
理
手
数
料
が
か
か
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
事
業
系
ご

み
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
お
住
ま
い
の
地
域
の
ご
み
収
集

日
の
年
内
最
終
日
を
ご
確
認
の

う
え
、
お
早
め
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。 

▼
収
集
日
以
外
の
日
や
、
年
末
年

始
の
ご
み
収
集
お
休
み
期
間
中

に
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
カ
ラ
ス

な
ど
の
格
好
の
エ
サ
と
な
り
、

集
積
所
周
辺
が
汚
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で

保
管
し
、
1
月
4
日
（
水
）
以

降
の
収
集
日
に
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

三
好
市
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

み
よ
し
広
域
連
合
清
掃
セ
ン
タ
ー 

　

電
話 

７
２-

０
０
０
６

■
し
尿
の
収
集

年
末
年
始
の
お
休
み

平
成
23
年
12
月
29
日
（
木)

～

平
成
24
年
1
月
3
日
（
火)

注
意

▼
年
末
は
非
常
に
混
み
合
い
ま
す

もえるゴミ専
用袋

もえるゴミ専用袋

の
で
、
年
内
に
汲
み
取
り
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
汲
み
取
り
依
頼
の
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
年
始
は
平
成
24
年
1
月
4
日

（
水
）
か
ら
平
常
通
り
収
集
を

行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

み
よ
し
広
域
連
合
浄
化
セ
ン
タ
ー 

　

電
話 

７
８-

２
１
６
７

■
池
田
火
葬
場
・
祖
谷
火
葬
場

平
成
24
年
1
月
1
日
は
お
休
み
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

　

12
月
、
1
月
の
祝
日
の
ご
み
収

集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

収
集
日

▼
平
成
23
年
12
月
23
日
（
金
・
祝
）

▼
平
成
24
年
1
月
9
日
（
月
・
祝
）

収
集
す
る
ご
み

　

燃
や
す
ご
み

収
集
す
る
地
域

　

前
記
の
各
曜
日
の
燃
や
す
ご
み

収
集
地
域

注
意

▼
朝
8
時
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ

い
。
燃
や
す
ご
み
以
外
の
ご
み
は

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
環
境
課

　

電
話 

７
２-

３
４
３
６

　

祝
日
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

!
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三
好
市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎

年
1
月
1
日
現
在
で
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
農
家

の
皆
さ
ん
に
は
、
毎
年
申
請
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。（
選
挙

人
名
簿
登
録
申
請
書
は
12
月
下
旬

発
送
予
定
で
す
）

　

次
の
登
録
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
る
方
は
、
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
平
成
24
年
1
月
10
日

ま
で
に
、
三
好
市
農
業
委
員
会
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
資
格
要
件

①
平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
、
三

好
市
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
24
年
3
月
31
日
（
名
簿
確

定
日
）
現
在
に
お
い
て
、
満
20

歳
以
上
の
方
（
平
成
4
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

ア 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
方

イ 

ア
の
方
と
同
居
し
て
い
る
親

族
ま
た
は
配
偶
者
の
方
で
年
間

お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
方

農
業
経
営
者
（
主
た
る
耕
作
者
）

の
変
更
に
つ
い
て

　

転
出
、
転
居
、
死
亡
な
ど
の
理

由
で
、世
帯
に
お
け
る
経
営
者（
主

た
る
耕
作
者
）
が
代
わ
る
場
合
に

は
、
経
営
者
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す
。
農
業
委
員
会
に
お
い
て
、

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

三
好
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎ 

７
２-

７
６
２
１

農
業
委
員
会
よ
り 

選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す

日　時 場　所
12月14日 19時 西祖谷総合支所

12月16日 19時 東祖谷総合支所

1月12日 19時 山城町公民館

1月17日 19時 池田総合体育館

1月19日 19時 井川総合支所

1月26日 19時 三野町公民館

三好市では農振農用地と耕作放棄
地などに対するご意見を農家の皆
様からお伺いし、新たな農業振興
地域整備計画を策定するため、市
内各地で説明会を実施します。

平成 23 年 12 月・平成 24 年 1 月
の説明会は下記の日程となりま
す。多数、ご出席ください。

お問い合わせ先
　三好市農業振興課（☎ 72-7617）

農業振興地域整備計画
説明会について

　

三
好
市
奨
学
金
制
度
は
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方

に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
修
学
の
機
会
を
確
保

し
、
も
っ
て
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
次
の

と
お
り
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
貸
与
条
件

① 

三
好
市
内
に
住
所
を
有
す
る

父
ま
た
は
母
の
子
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
父
お
よ
び
母
が
共
に
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
本
人
が
三

好
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

② 

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

大
学
、
短
期
大
学
ま
た
は
専
門
学

校
に
在
学
す
る
方
（
平
成
24
年
4

月
を
基
準
と
し
、
在
学
予
定
の
方

を
含
む
）

③ 

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

■
奨
学
金
貸
与
の
流
れ

経
済
的
理
由
か
ら
奨
学
金
の
貸
与

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申

請
者
は
奨
学
生
選
考
委
員
会
に
よ

り
審
査
し
、
採
用
候
補
者
を
決
定

し
ま
す
。

■
奨
学
金
の
貸
与
額
（
月
額
）

高
等
学
校
1
万
2
千
円
、
高
等
専

門
学
校
2
万
1
千
円
、
大
学
・
短

期
大
学
・
専
門
学
校
4
万
4
千
円

■
貸
与
開
始

平
成
24
年
4
月
1
日

※
5
月
、
7
月
、
10
月
、
1
月
の

各
月
末
に
3
か
月
分
を
合
算
し

て
、
指
定
さ
れ
た
奨
学
生
本
人
名

義
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■
貸
与
期
間

在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
最
短
修

業
年
限
が
修
了
す
る
ま
で
の
期
間
。

■
奨
学
金
の
返
還

貸
与
終
了
後
1
年
を
据
え
置
き
、

そ
の
後
10
年
以
内
に
返
還
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

指
定
の
申
請
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
募
集
要
項
と
申
請

書
類
一
式
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
送
付
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
三
好
市
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
m

iyoshi.ed.jp/

）
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

■
募
集
締
切
日

平
成
24
年
3
月
12
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

三
好
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎ 

７
２-

３
５
５
５

平成 24 年度
三好市奨学生

募 集
◀平成 23 年 9 月 27 日付けで、三好市指定天然記念物に指定された、
井川町の「下久保のエドヒガンザクラ」の所有者の福島利雄さんと管
理者のエドヒガンザクラ保勝会の近藤吉正会長に対し、11 月 17 日、
三好市教育委員会の倉本教育長より文化財指定書が手渡されました。

◀平成 23 年 10 月 28 日付
けで、国の登録有形文化財
に登録された箸蔵寺の「高
灯籠」「手水舎」「中門」「仁
王門」の 4 件の建造物につ
いて、箸蔵寺の佐藤盛仁住
職に対し、登録証と登録プ
レートが手渡されました。

　

12
月
か
ら
井
川
町
辻
地
区
の
町
並
み
調
査

が
始
ま
り
ま
す
。
三
好
市
が
目
指
す
「
歴
史

と
文
化
が
息
づ
く
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
」
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
も
の
で
、
辻

地
区
や
井
川
町
の
活
性
化
、
辻
の
町
並
み
の

魅
力
の
再
発
見
な
ど
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
（
平
成
24
年
３
月
ま
で
）
は
、
ま

ず
1
次
調
査
と
し
て
、
辻
地
区
に
現
在
、
ど

の
よ
う
な
建
物
（
古
い
建
物
や
特
徴
的
な
建

物
な
ど
）
が
残
っ
て
い
る
の
か
、
現
況
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
の
方
法
は
、
各
建
物
を

外
観
か
ら
見
た
様
子
で
判
断
し
、
構
造
別

（
木
造
、
非
木
造
、
平
屋
、
二
階
建
て
な
ど
）、

種
類
別
（
う
だ
つ
の
有
無
な
ど
）、
年
代
別

（
明
治
、大
正
、昭
和
な
ど
）
な
ど
に
分
類
し
、

分
布
図
な
ど
に
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

建
物
の
現
況
調
査
と
合
わ
せ
て
、
辻
の
伝
統

的
な
町
並
み
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き

た
の
か
、
古
い
資
料
な
ど
を
も
と
に
そ
の
歴

史
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。 

　

調
査
は
、三
好
市
か
ら
委
託
を
受
け
た「
井

川
町
辻
地
区
町
並
み
調
査
委
員
会
」
の
メ
ン

バ
ー
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
他
の
地
域
で
町
並

み
の
調
査
や
研
究
に
携
わ
っ
た
専
門
家
や
建

築
士
の
方
々
の
ほ
か
、
辻
の
歴
史
に
つ
い
て

長
く
調
査
や
研
究
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
地

元
有
識
者
の
方
々
な
ど
に
お
願
い
し
て
行
い

ま
す
。

辻
の
昔
の
写
真
、
古
い
地
図
を

探
し
て
い
ま
す

　

井
川
町
辻
地
区
町
並
み
調
査
委
員
会
で

は
、
今
回
の
町
並
み
調
査
に
有
効
活
用
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
辻
地
区
の
昔
の
町

並
み
が
わ
か
る
写
真
や
古
い
地
図
な
ど
の
資

料
を
探
し
て
い
ま
す
。
昔
の
写
真
な
ど
を
お

持
ち
の
方
で
委
員
会
に
お
貸
し
い
た
だ
け
る

方
は
、
お
手
数
で
す
が
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
預
か
り
し
た
写
真
な

ど
は
責
任
を
も
っ
て
お
返
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皆
様
方
の
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先

井
川
町
辻
地
区
町
並
み
調
査
委
員
会
事
務
局

（
三
好
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
内
） 

〒
７
７
８-

０
０
０
３

三
好
市
池
田
町
サ
ラ
ダ
１
７
３
７-

１

電
話　

７
２-

３
９
１
０

辻の町並み調査が始まります

【辻の町並みがわかる古い写真や地図を探しています】

文化財指定書と登録プレートが
11月17日に交付されました
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　タクイラ市を訪問した親善団は、ホームステ
イ先の家族とコンサートに行ったり買物に出か
けたりと、アメリカの日常生活がどのようなも
のかを体験することができました。また、タク
イラ市主催の晩餐会では、三味線・篠笛・よし
このの生演奏に合わせて全員が阿波踊りを披露
し、大いに盛り上がりました。
　わずか三日間という短い期間にも関わらず、
人々の間には深い絆が生まれました。人種や国
籍を超えて「心と心で触れ合うこと」の大切さ
を学ぶことのできる交流事業は、参加者にとっ
て人生の大きな糧となることでしょう。
　相互交流で培われた姉妹都市の絆。次はタク
イラ市、ダルズ市からの親善団を三好市がお迎
えすることになります。「おもてなし」の心を大
切に、日本の素晴らしさを伝えたいものです。

　

通
じ
合
お
う
と
す
る
気
持
ち
が

　
あ
れ
ば
、
な
ん
と
か
な
る

　

数
少
な
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
出
来
事
で
、
一
番
心
に
残
っ

て
い
る
の
が
、
高
校
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

こ
は
紫
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
が
校
章
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
人
も
私

服
の
中
に
紫
が
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
目
立
っ
た
の
が
、
か

ん
む
り
や
テ
ィ
ア
ラ
を
つ
け
て
い

る
人
で
す
。「
十
二
年
生
に
な
る

と
、
生
徒
の
投
票
で
選
ば
れ
た
男

女
十
人
が
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

四
日
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
話
す
機
会
は
少
な
か
っ
た
け

ど
、
大
き
な
愛
を
持
っ
て
私
た
ち

に
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
は
遠
い
国
で

ま
っ
た
く
接
点
が
な
い
国
で
し
た

が
、
通
じ
合
お
う
と
す
る
気
持
ち

が
あ
る
だ
け
で
、
な
ん
と
か
な
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員　

明
松
春
奈
）

　

す
ご
く
う
れ
し
く
て
泣
き
そ
う

　
に
な
り
ま
し
た

　

初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
初

め
て
の
飛
行
機
、
初
め
て
の
海

外
、
初
め
て
だ
ら
け
で
す
ご
く
と

ま
ど
う
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

三
日
目
は
フ
リ
ー
タ
イ
ム
だ
っ
た

の
で
、
市
内
へ
つ
れ
て
い
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
は
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。車
の
大
き
さ
や
信
号
機
が
、

日
本
と
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
っ
て
い
た

の
で
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
最
後
の
夜
は
、
み
ん
な
で

映
画
を
見
な
が
ら
寝
ま
し
た
。
家

を
出
る
と
き
に
パ
パ
と
マ
マ
が

「
二
人
は
家
族
だ
か
ら
、
ま
た
い

つ
で
も
来
て
ね
。
待
っ
と
る
よ
」

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
ご

く
う
れ
し
く
て
泣
き
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
す
ご
く
や
さ
し

く
て
あ
た
た
か
な
家
族
で
し
た
。

（
中
学
生
団
員　

梅
本
彩
）

　

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
聴
く
力
が

　
つ
い
た
と
思
い
ま
す

　

タ
ク
イ
ラ
に
行
っ
て
習
慣
の
違

い
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
家
に
入

る
時
、
靴
を
脱
が
な
く
て
よ
か
っ
た

り
、
ご
飯
の
と
き
絶
対
に
ナ
イ
フ
と

フ
ォ
ー
ク
が
出
て
き
た
り
、
驚
く
こ

と
ば
っ
か
り
で
し
た
。
晩
餐
会
で
私

た
ち
は
阿
波
踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
の
方
た
ち
と
一
緒
に
踊
る

こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
な
か
な
か
積

極
的
に
話
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
け
ど
、
聴
く
力
が
つ
い
た
か
な
と

思
い
ま
す
。
今
回
ア
メ
リ
カ
に
行
っ

て
も
っ
と
英
語
が
話
せ
る
よ
う
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
！
お
世

話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員　

徳
善
翔
子
）

　

行
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い

　
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
る

　

ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ン
プ
キ
ン
を
作
っ
た
こ
と
で

す
。
か
ぼ
ち
ゃ
が
た
く
さ
ん
売
っ

て
い
る
場
所
に
行
っ
て
自
分
の
か

ぼ
ち
ゃ
を
選
び
、
家
で
か
ぼ
ち
ゃ

の
中
身
を
く
り
抜
い
て
…
と
い

う
、す
ご
く
本
格
的
な
も
の
で
す
。

家
に
も
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
雑
貨
が

た
く
さ
ん
置
い
て
い
た
の
で
、
新

鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ま

で
外
国
は
こ
わ
そ
う
な
と
こ
ろ
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
行
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
、
た
く
さ
ん
あ
る
と
気
づ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
普
段
の
生
活
の

中
で
も
、
何
事
も
こ
わ
が
ら
ず
に

積
極
的
に
し
て
い
く
こ
と
が
良
い

と
考
え
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
学
生
団
員　

馬
宮
綾
音
）

　

思
い
や
り
を
も
っ
て
接
す
る
と

　
相
手
を
笑
顔
に
で
き
る

　

シ
ョ
ー
ウ
ォ
ル
タ
ー
中
学
校

に
は
肌
の
色
が
白
い
人
も
い
れ

ば
、
黒
い
人
も
い
た
し
、
髪
の
色

も
黒
色
や
茶
色
・
金
色
な
ど
い
ろ

い
ろ
い
ま
し
た
が
、
だ
れ
も
そ

の
子
の
人
権
を
侵
害
す
る
こ
と

な
く
接
し
て
い
ま
し
た
。
人
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
し
平
等

に
接
す
る
と
い
う
こ
と
は
私
た

ち
日
本
人
が
見
習
わ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
土
産
を

買
う
と
き
に
店
員
が
私
に
何
か

話
し
て
い
た
け
ど
私
は
英
語
が

わ
か
ら
ず
困
っ
て
い
る
と
、
紙

に
書
い
て
わ
か
る
ま
で
説
明
し

て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
思
い

や
り
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
こ

と
は
相
手
を
笑
顔
に
で
き
る
ん

だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

（
中
学
生
団
員　

近
藤
穂
波
）

　

困
惑
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

　
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
一
番
驚

き
、
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
、
リ

ビ
ン
グ
に
天
井
か
ら
の
全
体
照
明

が
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
ダ
イ
ニ

ン
グ
や
キ
ッ
チ
ン
に
は
照
明
が

あ
っ
た
の
で
、
始
め
は
備
え
付
け

ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と

に
き
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本

で
は
大
体
ど
の
部
屋
も
照
明
が
つ

い
て
い
る
も
の
な
の
で
、
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
様
々
な
面
に
お
い
て
日

本
文
化
と
外
国
文
化
で
は
違
い
が

あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
言
葉
が

上
手
く
伝
わ
ら
ず
、
困
惑
し
た
場

面
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

ら
も
含
め
、
と
て
も
よ
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

（
各
種
交
流
団
員　

原
茉
奈
美
）

   

友
好
関
係
を
深
め
継
続
し
て

   

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た

　

私
に
と
っ
て
タ
ク
イ
ラ
市
は
報

道
に
よ
る
活
字
や
写
真
の
み
の
世

界
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
の

初
め
て
の
訪
問
は
団
長
と
い
う
責

務
に
加
え
て
、
誠
に
不
安
と
期
待

で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
し
た
。
タ

ク
イ
ラ
市
は
四
十
か
国
の
民
族
と

六
十
種
に
余
る
言
語
が
話
さ
れ
て

お
り
、
ア
メ
リ
カ
で
も
多
民
族
が

集
っ
て
い
る
事
で
有
名
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
従
っ
て
、
訪
問
し

た
シ
ョ
ー
ウ
ォ
ル
タ
ー
中
学
校
で

も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
生
徒
た
ち
が

仲
良
く
元
気
よ
く
行
き
か
っ
て
お

り
ま
し
た
。交
流
晩
さ
ん
会
で
は
、

三
十
年
来
、
タ
ク
イ
ラ
市
と
井
川

町
の
交
流
の
絆
が
培
わ
れ
た
親
交

の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
、
今
は
三
好

市
と
し
て
よ
り
よ
く
友
好
関
係
を

深
め
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
は
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
方
に
い
っ

ぱ
い
の
優
し
さ
と
お
心
遣
い
を
頂

き
ま
し
た
事
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
、
タ
ク
イ
ラ
市
訪
問
が
人
生
で

意
義
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
欲
し

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
団
長　

真
野
保
子
）

タクイラ市
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（1）期末手当・勤勉手当

三　好　市 国

 22 年度 1 人あたり平均支給額
　　　　1,356 千円

−

 23 年度支給割合
   期末手当 2.60 月分（1.45 月分）
   勤勉手当 1.35 月分（0.65 月分）

 23 年度支給割合
   期末手当 2.60 月分（1.45 月分）
   勤勉手当 1.35 月分（0.65 月分）

 加算措置の状況
   職制上の段階、職務の級等による
   加算措置

 加算措置の状況
   職制上の段階、職務の級等による
   加算措置

※（　）内は再任用職員による支給割合である。

（2）退職手当　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年4月1日現在）

三　好　市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年
勤続 25 年
勤続 35 年
最高限度額

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

23.50 月分
33.50 月分
47.50 月分
59.28 月分

30.55 月分
41.34 月分
59.28 月分
59.28 月分

その他の
加算措置

 定年前早期退職特例措置
　　　　 2％〜 3％加算

 定年前早期退職特例措置
　　　　  2％〜 20％加算

一人当たり
平均支給額

24,697 千円 −

※ 退職手当の一人当たりの平均支給額は前年度に退職した全職員に支給された        
    平均額である。

（3）その他の手当　　　　　　　　　　 　　 （平成23年4月1日現在）

手 当 名  内 容 及 び 支 給 単 価

扶養手当
  扶養親族のある職員に対して支給する。（1 人当たり）
　 　　 配偶者　　　　　　　　　　　　　　13,000 円
　 　　 子 . 孫 . 父母 . 祖父母　　　6,500 ～ 11,000 円

住居手当
 自ら居住するための住宅を借り受け、現に当該住宅に
 居住し、月額 12,000 円を超える家賃を支払っている
 職員。（限度額 27,000 円）

通勤手当

 ① 交通機関等を利用する職員
 　　 実費、1 か月当たり 55,000 円まで

 ② 自動車等を使用する職員
 　　 自動車等の使用距離が片道 2 ～ 60km 以上の場合
 　　 に距離に応じて 2,100 ～ 36,600 円

管理職
手　当

  管理又は監督の地位にある職員の職のうち、その職務の特
  殊性に基づいて支給する。
  （ 一般行政職：30,300〜61,100円）

特殊勤務
手　当

  ケースワーカー業務手当（5,000 円 / 月）
  感染症防疫作業手当（1,000 円 / 日）  
  精神保健移送業務手当（5,000 円 / 日）
  行旅死亡人取扱手当（5,000 円 / 体）
  葬祭作業手当（2,000 円 / 体）
  死獣処理作業手当（500 円 / 匹）
  看護師手当（3,000 円 / 月）
  医師の医務手当（150,000 ～ 320,000 円 / 月）
  検査技師等危険手当（3,000 ～ 4,500 円 / 月）
  夜間看護手当（2,300 ～ 3,000 円 / 回）
  夜間介護手当（2,300 ～ 2,500 円 / 回）

その他
の手当

  単身赴任手当、休日勤務手当、宿日直手当、管理職員特別  
  勤務手当

（平成23年4月1日現在）

区　　分 給料月額等

給  

料
市　　　長
副　市　長

847,000 円
678,000 円

報  

酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

394,000 円
347,000 円
315,000 円

期
末
手
当

市長　副市長　収入役
議長　副議長　議員　

23 年度支給割合　2.90 月分

退
職
手
当

市　　　長
副　市　長
収　入　役

在職 1 月につき　43.50/100
在職 1 月につき　25.75/100
在職 1 月につき　23.00/100
　　　　　   ※ 任期満了時に支給

（1）部門別職員数の状況　　　　　　　　　　　 （各年4月1日現在）

　　　　　区  分
部  門　　　　　

職　員　数　（人） 対前年
増減数平成 22 年 平成 22 年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
農林水産
商　　工
土　　木

004
121
027
148
043
032
021
027

004
122
025
137
042
029
019
027

　　0
　　1
▲ 02
▲ 11
▲　1
▲　3
▲ 02
　　0

小　　計 423 405 ▲ 18
特
別
行
政

　
　

部
門

教　　育 080 078 ▲ 02

小　　計 080 078 ▲ 02

公
営
企
業
等

　
　

会
計
部
門

病　　院
水　　道
そ  の  他

042
015
021

044
015
020

　　2
　　0
▲　1

小　　計 078 079 　　1

合　　計 581
［　684　］

562
［　684　］

▲ 19
［　−　］

1. 職員数は一般職に属する職員数である。
2. ［　］内は、条例定数の合計である。

  6. 職員数の状況

  5. 特別職の報酬等の状況   4. 職員の手当の状況

三好市職員給与公表

  2. 職員の平均給与月額、初任給等の状況

  1. 総括

（1） 職員の平均年齢、平均給与月額等の状況   （平成23年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 45.04 歳　 344,181 円　 369,547 円　

技能労務職 50.5 歳　 344,787 円　 354,924 円　

教　育　職 49 歳　 373,552 円　 384,078 円　

医　療　職 39.22 歳　 302,512 円　 381,201 円　

「平均給料月額」とは、23 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給
の平均であり、 「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住
居手当、通勤手当などの諸手当の額を合計したものである。（期末勤勉手当・時
間外勤務手当は含まない）

（2）職員の初任給の状況　　　　　　　　    （平成23年4月1日現在）

区　　分
三  好  市 国

初 任 給 2 年後の給料 初 任 給 2 年後の給料

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 185,800 円 172,200 円 185,800 円

高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

技　能
労務職

高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

中学卒 − − − −

教育職
大学卒 172,200 円 185,800 円 − −

短大卒 152,800 円 166,900 円 − −

医療職 短大3卒 171,200 円 187,800 円 − −

（3） 国との給料月額の水準比較　           　 （ラスパイレス指数の状況）

区　分 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

一般行政職 92.8 93.4 96.8

※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公員
    の給与水準を示す数値である。

（4）特記事項
平成 20 年 4 月から平成 21 年 11 月まで一般職職員給料を職務給に応じ、
2％〜 4% を減額して支給している。

（1）一般行政職の級別職員数の状況　　    （平成23年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級 主事又は技師等の職務 15 人 3.4％

2 級
高度の知識又は経験を必要とする主事又は技師等
の職務

16 人 3.6％

3 級 【1】主任の職務【2】係長の職務 92 人 20.9％

4 級
【1】課長補佐、室長補佐、所長補佐、施設長補佐
及び園長補佐の職務　【2】主査の職務　【3】困
難な業務を処理する係長の職務

83 人 18.9％

5 級

【1】主幹及び副園長の職務　【2】困難な業務を
処理する課長補佐、室長補佐、所長補佐、施設長
補佐及び園長補佐の職務【3】困難な業務を処理
する主査の職務

169 人 38.4％

6 級 部長課長等の職務 65 人 14.8％

7 級 部長の職務 0 人 0.0％

1. 三好市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
2. 標準的な職務内容とはそれぞれの級に該当する代表的な職務である。
3. 技能労務職、教育職、医療職を除く。

（1）人件費の状況　　　　　　　　　　　　　      （普通会計決算）	

区　分 22 年度末人口 歳  出  額（A） 実 質 収 支

22 年度 31,103 人 27,808,412 千円 718,753 千円

人  件  費（B） 人件費率（B/A） 21 年度の人件費率

4,434,188 千円 15.95% 17.92%

※普通会計決算とは、特別会計を除く会計の決算額で、人件費の中には一般職の
職員給の他特別職の職員給、議会議員の報酬手当、各種委員の報酬、さらに共済
組合負担金、退職手当組合負担金等も含む。

（2） 職員給与費の状況　　　　　　　　　　　     　 （全会計決算）

区　分 職  員  数（A）
給　与　費

給　　料 職 員 手 当

22 年度 581 人 2,365,891 千円 297,738 千円

給　与　費
一人当たり給与費（B/A）

期末・勤勉手当 　　　計　（B）　

852,667 千円 3,516,296 千円 6,052 千円

※平成 22 年度における一般職全職員の給与費の決算状況で、職員手当には退職
手当を含まない。

三好市職員の給与等の
状況をお知らせします

市職員の平成23年度の給与等の状況を市民
のみなさんにお知らせします。職員の給与
制度は国家公務員の給与制度に準じて市の
条例によって定められています。

（2）年齢別職員構成の状況　　　　　　 　  （平成 23 年4月1日現在）
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平
成
23
年
度
の
市
民
意
識
調
査
を
、
５
月
12
日
か
ら
27
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
の
目
的
は
、

市
民
が
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
市
政
に
対
し
て
の
意
見
や
要
望
を
伺
い
、

今
後
の
市
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。
10
月
号
で
そ
の
主
な
結
果
を
掲
載
し
ま
し

た
が
、
先
月
号
か
ら
、
そ
の
他
意
見
に
つ
い
て
の
対
応
を
一
部
要
約
し
て
連
載
し
て
い
ま
す
。
今
月

号
は
企
画
財
政
部
へ
の
意
見
と
対
応
を
掲
載
し
ま
す
。

【調査概要】
三好市全域を対象と
し、20 歳以上の市
民1,200人（無作為
抽出）に調査票を送
付し、529人（回収
率 44.08％）から
回答を得ました。

市
政
に
対
す
る
意
見
、
要
望
の
対
応
に
つ
い
て

【
情
報
政
策
課
】

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
三
好

市
議
会
の
中
継
を
観
て
い

る
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
表

が
市
報
み
よ
し
に
あ
れ
ば
良
い
、

テ
レ
ビ
放
送
を
見
て
知
る
だ
け
で

は
不
安
が
あ
り
、
紙
面
で
の
番
組

表
が
欲
し
い
。

　
紙
面
に
よ
る
番
組
表
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
電
子
番
組

表
は
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
他
県
で
は
テ
レ
ビ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
が
多
く
無
料
で

見
る
事
が
で
き
る
の
に
、
三
好
市

で
は
そ
う
で
な
い
。

　
徳
島
県
は
民
放
局
が
1
局

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
数
が
少
な
い
の
は
そ
の
た

め
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を

各
地
域
に
整
備
し
、
県
外
民
放
局

が
視
聴
で
き
る
環
境
を
作
っ
て
い

ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
、
も

う
少
し
お
も
し
ろ
い
情
報

を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
て
ほ
し
い
。

　
番
組
内
容
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
か
ら
も
情
報
提
供
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
文
化
交
流
推
進
室
】

　
船
井
跡
地
へ
の
文
化
セ
ン

タ
ー
建
設
の
早
期
着
工
を

要
望
し
ま
す
。

　
早
期
着
工
の
た
め
鋭
意
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
お
金
は
か
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
音
楽
ホ
ー
ル
は
で

き
れ
ば
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思

い
ま
す
。
第
九
を
体
育
館
で
行
っ

た
時
は
、
響
き
も
な
い
し
、
雛
段

も
危
な
い
し
、
何
よ
り
恥
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
一
流
の
指
揮
者
の

方
に
来
て
頂
い
た
の
に
。

　
平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
ま

し
た
「
文
化
芸
術
振
興
基

本
法
」
の
基
本
理
念
の
一
つ
に
、

「
文
化
的
に
豊
か
な
環
境
で
暮
ら

す
権
利
は
、
居
住
す
る
地
域
に
関

わ
ら
ず
全
て
の
国
民
が
享
受
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
文
言

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
の
理
念
に

基
づ
き
、
市
の
責
務
と
し
て
、
交

流
拠
点
施
設
整
備
お
よ
び
文
化
の

振
興
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
交
流
拠
点
施
設
は
完
成
す

れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思
う

が
、
完
成
後
の
維
持
管
理
費
の
問

題
や
建
物
の
ス
ケ
ー
ル
な
ど
市
民

の
声
を
十
分
反
映
し
、
ま
た
、
作

為
的
で
な
い
客
観
的
な
デ
ー
タ
を

情
報
公
開
し
て
、
市
民
の
多
数
が

納
得
し
て
賛
同
で
き
る
も
の
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
交
流
拠
点
施
設
の
維
持
管

理
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
化（
振
興
）に
対
す
る
投
資（
経

費
）
は
、
学
校
や
橋
梁
、
道
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
と
同
様

の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
考
え
に
基
づ
く
と
と
も
に
、

経
費
節
減
に
も
留
意
し
た
運
営
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、市
民
の
皆
様
に
は
、

逐
次
計
画
の
進
捗
状
況
を
お
知
ら

せ
し
な
が
ら
、
様
々
な
ご
意
見
に

も
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
ど
を
徹
底

し
、
十
分
な
情
報
公
開
が
図
ら
れ

る
よ
う
留
意
い
た
し
ま
す
。
市
民

や
地
域
の
皆
様
方
の
賛
同
を
確
保

し
、
全
て
の
市
民
、
地
域
の
活
用

が
図
ら
れ
る
施
設
と
し
て
、
整
備

を
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
形
ば
か
り
の
仕
事
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
も
う
一
度

一
人
ひ
と
り
の
心
に
問
い
か
け
て

欲
し
い
。
市
民
が
主
役
で
音
楽

ホ
ー
ル
を
、
と
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
先
人
口
は
減
る
、
税
金
の

負
担
は
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
税

金
の
滞
納
者
が
多
く
な
る
で
し
ょ

う
。
今
大
事
な
こ
と
、
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
い
事
は
何
な
の
か
を

も
っ
と
よ
く
考
え
て
、
大
切
な
税

金
を
使
っ
て
ほ
し
い
。
市
民
が

も
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
し
、
も
っ

と
住
み
よ
い
街
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
文
化
の
振
興
か
ら
地
域
や

人
と
の
交
流
を
通
し
、
市

の
魅
力
向
上
や
地
域
力
の
醸
成
を

図
る
こ
と
が
本
市
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

【
地
域
振
興
課
】

　
休
校
中
の
学
校
な
ど
、
他

に
も
市
所
有
物
件
が
眠
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
工
場
な
ど
に
転

用
で
き
な
い
の
か
。

　
本
市
で
は
、休
廃
校
と
な
っ

た
小
中
学
校
が
多
く
存
在

し
、
今
後
の
学
校
統
廃
合
に
よ
り

そ
の
数
は
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
校
舎
や
校
庭
の
利
活
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
地
調
査
お

よ
び
地
元
住
民
へ
の
聞
き
取
り
調

査
な
ど
の
実
施
と
同
時
に
、
教
育

委
員
会
で
も
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
、
有
効
な
利
活
用
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

　
バ
ス
の
利
用
者
が
少
な
く

な
っ
た
た
め
、
バ
ス
が
通

わ
な
く
な
っ
て
非
常
に
困
っ
て
い

ま
す
。

　
ご
指
摘
の
箇
所
が
不
明
で

す
が
、
広
大
な
面
積
を
有

す
る
三
好
市
で
は
、
主
要
な
幹
線

は
民
間
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
が
担
い
、
こ

れ
を
つ
な
ぐ
支
線
は
市
営
バ
ス
な

ど
で
地
区
内
を
運
行
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
路
線
バ
ス
は
、
利
用
者

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
効
率
的
な
運

行
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
利
用
の
少
な
い
路
線
に

つ
い
て
は
路
線
再
編
な
ど
に
よ
る

効
率
化
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
最
寄
り
の
バ

ス
停
ま
で
の
高
齢
者
な
ど
の
移
動

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
の
一
定
額
を
助
成

す
る
、
辺
地
タ
ク
シ
ー
制
度
を
拡

充
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

【
企
画
調
整
課
】

　
美
し
い
自
然
を
残
し
な
が

ら
、
市
民
が
健
康
で
生
き

が
い
が
持
て
る
市
に
し
て
ほ
し

い
。
例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
が
で
き
る
道
を

整
備
し
た
り
、
一
部
の
場
所
だ
け

が
便
利
に
な
っ
た
の
で
は
、
町
づ

く
り
と
言
っ
て
も
実
感
が
な
い
。

今
は
だ
ん
だ
ん
人
が
い
な
く
な

り
、
家
だ
っ
た
場
所
が
さ
ら
地
に

な
っ
て
い
っ
て
い
る
だ
け
に
そ
う

思
え
る
。

　
三
好
市
で
は
、｢

三
好
市

景
観
条
例｣

を
制
定
し
、

三
好
市
の
豊
か
な
自
然
、
先
人
た

ち
が
培
っ
て
き
た｢

ふ
る
さ
と
の

情
景｣

、人
々
の｢

暮
ら
し
の
姿｣

、

そ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
の｢

こ
こ

ろ｣

、
自
然
と
共
生
し
て
き
た
歴

史
・
文
化
、
人
々
の
営
み
の
中
で

は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
良
好
な
景
観

を
守
り
、
育
み
、
創
造
を
図
る
こ

と
で
、
市
民
生
活
の
向
上
お
よ
び

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
一
部
の
市
民
で
は
な
く
、

全
市
民
（
特
に
弱
者
）
の

た
め
の
行
政
を
お
願
い
し
ま
す
。

73
歳
の
母
に
も
理
解
し
や
す
い
言

葉
で
、
あ
い
ま
い
で
な
い
用
語
を

使
っ
て
く
だ
さ
い
。「
ま
ち
づ
く

り
」
と
言
わ
れ
て
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。

　

｢

ま
ち
づ
く
り｣

と
い
う
言

葉
の
説
明
で
す
が
、「
ま
ち
」

と
は
、
実
際
に
お
住
ま
い
の
街
、

自
治
会
、
町
、
市
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
ま
ち
を｢

つ
く

る｣

と
は
、
実
際
に
「
ま
ち
」
に

あ
る
課
題
を
解
決
し
て
「
よ
い
ま

ち
」
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
言

い
換
え
ま
す
と
、｢

よ
い
ま
ち｣

と
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
「
ま
ち
」
で
あ
り
、
幸
せ
を
実

感
で
き
る
「
ま
ち
」
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
用
語
や
表
現
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
く
、

理
解
し
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る

よ
う
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

【
財
政
課
】

　
松
山
市
が
し
て
い
る
住
民

参
加
型
市
場
公
募
債
を
発

行
し
て
は
ど
う
か
。

　
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債

は
、「
市
の
施
策
を
Ｐ
Ｒ
し

た
り
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
こ
と
」
な
ど
が
主
な

目
的
で
、
公
募
の
際
に
は
「
○
○

事
業
の
た
め
に
」
な
ど
と
資
金
の

使
い
道
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
三

好
市
で
は
現
在
、
地
方
債
の
ほ
と

ん
ど
が
政
府
資
金
と
な
っ
て
お

り
、
民
間
等
資
金
に
つ
い
て
は
特

定
の
目
的
に
限
定
さ
れ
な
い
地
方

交
付
税
の
振
替
債
や
基
金
造
成
債

な
ど
が
主
で
、
各
種
事
業
に
対
す

る
発
行
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
の
発
行
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
。　

お問い合わせ先
三好市行革推進室（電話 72-7629）
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三
好
市
に
来
て
、
は
や
い
も
の
で

４
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

祭
り
な
ど
の
参
加
が
続
い
て
、
知

名
度
が
上
が
っ
た
の
か
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
で
す
」

と
言
う
と
、

「
知
っ
と
る
。
テ
レ
ビ
に
出
と
っ
た

や
ろ
」

と
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
の
後
決
ま
っ
て

「
ど
ん
な
事
を
し
よ
る
ん
」

と
聞
か
れ
ま
す
。

　

最
初
の
頃
は
、
あ
た
ふ
た
し
て
祭

り
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

と
か
、
観
光
地
の
何
処
此
処
を
回
っ

た
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、

「
や
り
た
い
事
が
多
く
て
、
一
つ
に

決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
し
も
面
白
そ

う
な
お
話
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
何
か
を
し
な

け
れ
ば
と
か
、
時
間
を
惜
し
ん
で
地

域
の
活
動
を
し
よ
う
と
か
肩
肘
を

張
っ
て
い
る
と
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん

で
こ
な
い
の
で
す
が
、
謙
虚
に
地
元

の
方
に
耳
を
傾
け
る
と
、
面
白
い
ア

イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。

た
だ
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
か
、
地

元
に
馴
染
ん
で
な
い
の
か
、
実
行
す

る
術
と
パ
ワ
ー
が
絶
対
的
に
不
足
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
三
好
の
う
ま
い
食
材
を

バ
リ
バ
リ
食
べ
、
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
、
ア
イ
デ
ア
を
実
行
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
載　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

⑤

も
う
す
ぐ
充
電
完
了

渡
邊　

聡

地
域
の
人
々
の
心
に
ふ
れ
て

　

蔦
哲
一
郎
監
督
の
、
映
画
「
祖
谷

物
語
」
秋
の
撮
影
期
間
が
終
了
し
、

ロ
ケ
地
の
整
備
や
支
援
、
広
報
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
11
月
、
祖
谷

の
自
然
の
豊
か
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
皆
様
の
心
温
か
い
ご
支
援
に
本

当
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

山
道
で
遭
難
し
か
け
た
と
き
に
道

を
案
内
し
て
頂
い
た
皆
様
、
野
菜
を

提
供
し
て
頂
い
た
落
合
集
落
の
皆

様
、
土
砂
崩
れ
で
立
ち
往
生
し
て

い
た
と
き
に
抜
け
道
を
案
内
し
て
下

さ
っ
た
建
設
会
社
の
皆
様
、
京
上
ト

ン
ネ
ル
で
の
撮
影
に
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
、
こ
こ
に
は
書
き
き
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
方
々
に
ご
厚
意
を
頂

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

三
好
市
の
す
ば
ら
し
さ
は
豊
か
な

自
然
と
、
豊
か
な
人
情
だ
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
映
画
「
祖
谷

物
語
」
を
通
じ
て
多
く
の
方
に
伝
わ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
冬
、
春
、
夏
の
撮
影
が

下
川　

徹

残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
ま

た
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

10
月
25
日
（
火
）
に
第
2
回
ま
ち
づ
く

り
条
例
策
定
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
市
民

委
員
会
の
提
言
に
も
と
づ
い
て
起
草
部
会

で
作
成
し
た
条
文
案
を
も
と
に
、
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

条
文
の
総
則
（
条
文
の
目
的
、
用
語
の

定
義
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
）
で
は
、

「
市
民
の
定
義
」
が
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
は
、
三
好
市
に
住
所
を
有
す

る
人
だ
け
で
な
く
、
在
勤
、
在
学
者
お
よ

び
事
業
者
も
含
め
て
市
民
と
す
る
こ
と
で

合
意
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
者
と
は
事
業
を

営
む
個
人
や
法
人
だ
け
で
な
く
、
市
内
で

活
動
す
る
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
含
み
、

市
民
と
し
て
の
役
割
や
責
務
を
果
た
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
市
民
に
関
す
る
条
文
を
検
討
し

ま
し
た
。
市
民
に
関
す
る
条
文
は
、「
市
民

の
権
利
」「
市
民
の
役
割
・
責
務
」「
事
業

者
の
責
務
」「
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」

「
人
口
減
少
地
域
へ
の
支
援
」
の
、
5
つ
の

条
文
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
の
責
務
と
し

て
「
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め

る
」「
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
」
こ
と

シリーズ まちづくり条例 第十三弾

お問い合わせ先
三好市 企画調整課
電話 72-7607・ファックス 72-7202
kikakuchousei＠city.tokushima-miyoshi.lg.jp

「始めよう 市民主役の まちづくり」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
自
治
会

活
動
な
ど
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
つ

い
て
「
市
民
は
地
域
の
一
員
と
し
て
参
加

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」「
市
は
地
域

自
治
組
織
や
市
民
活
動
団
体
に
対
す
る
支

援
に
努
め
る
こ
と
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
三
好
市
の
特
性
と
し
て
過
疎
地

域
や
限
界
集
落
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
「
人
口
減
少
地
域
へ
の

支
援
」
と
い
う
条
項
を
も
う
け
て
、
市
は

「
総
合
的
な
支
援
を
講
じ
る
」
こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
長
等
の
責
務
に
関
す
る
条
文
で
は
、

市
長
は
常
に
市
民
の
声
を
聴
き
、「
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
る
」

こ
と
や
「
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
基

本
方
針
」
を
示
す
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
市
の
職
員
に
対
し
て
は
「
全
体
の

奉
仕
者
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し

て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
一

員
と
し
て
「
自
主
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
へ
の
参
加
に
努
め
る
」
こ
と
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

第
2
回
ま
ち
づ
く
り
条
例
策
定
審
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

第
3
回
審
議
会
は
、
11
月
16
日
（
水
）、

18
時
か
ら
三
好
市
役
所
本
庁
舎
第
1
会
議

室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
審
議
会
の
内
容

は
、
今
後
も
市
報
に
て
お
伝
え
す
る
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
条
例
案
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
ら

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民

の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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▶三好市の協賛店舗、施設名（4 月以降追加分）
㈲鳴門商事なるとうどん、珈琲館おおぼけ、ローソ
ン三好池田店、手打ちうどん風輪、ラフティングリ
バーランプラス、㈱ゼネラル祖谷口、道の駅大歩危

【妖怪屋敷 / 石の博物館】、大歩危峡観光遊船㈲大歩
危峡まんなか、太陽がいっぱい 、㈲イサワ文具販
売、喫茶ナブール、どさん子大将、㈱小川モーター
ス、リバーステーション West-West【徳島らーめ
んにし利 / 祖谷そばもみじ亭】、お好みハウス You、
札幌ラーメンどさん子箸蔵店、美容室リーフ、御食
事処いたみ、味一阿讃、お好み焼きの店花んらん、
美容室たいふ～ん池田店、ケーキとイタリア料理ラ
ターボラ、阿波みよし農業協同組合箸蔵給油所、レ
ストランデネブ、㈲サイクル・バイクショップオオ
ニシ、よしだ旅館、旅の宿奥祖谷、キミ美容室、ア
ウトバーン、フレスポ阿波池田店【宝石･時計の山
下 / メガネのアイ】、祖谷ふれあい公園、三野自動
車㈲、三好市健康とふれあいの森、美容室 FANCY
フレスポ阿波池田店、民宿まつうら、平家の宿

▶対象世帯とパスポートの配布
18 歳未満のお子様のいる世帯を対象に、パスポー
ト「くっつき虫」を配布しています。三好市では
子育て支援課で配布しています（無料）。また、
下記のホームページから、パスポートのダウン
ロードや、ご利用いただける協賛店舗や施設など
の情報がご覧いただけます。

　http://www.pref.tokushima.jp/kodomo/outline/
　※携帯電話からはこちら

　http://mobile.pref.tokushima.jp/kodomo/
▶協賛していただける店舗・施設を募集

子育ての応援となる取り組みを協賛内容として募
集しています。子育てを応援する取り組み以外に
費用の負担等は一切必要ありませんので、行政・
地域と一緒に子育てを応援しましょう。

　

私たちの大切な

地域医療 を守るために
住民・医療者・行政が一体となり、「地域医療」
を守っていくため、様々な情報を発信します

　

先
月
号
に
続
き
、
救
急
医
療
の

大
切
さ
、
必
要
さ
を
感
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
私
の
体
験
を
紹
介
し
な

が
ら
、
救
急
医
療
と
は
ど
う
い
う

役
割
を
果
た
す
も
の
な
の
か
、
命

を
繋
ぎ
止
め
よ
う
と
す
る
者
や
そ

の
家
族
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
れ
だ

け
大
切
な
存
在
な
の
か
を
考
え
て

い
た
だ
き
、
救
急
医
療
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
生
活
を

過
ご
し
、
よ
り
充
実
し
た
日
々
に

な
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
そ
れ
に

は
、
お
医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん

な
ど
、
医
療
機
関
で
働
く
方
々
の

存
在
が
と
て
も
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
た

ち
が
い
な
く
な
れ
ば
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
…
そ
れ
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
恐
ろ
し
い
事
態

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い
命

　

私
の
母
は
視
覚
障
害
者
で
あ

り
、
体
が
非
常
に
弱
く
、
今
で
は

主
治
医
の
Ｏ
先
生
の
ご
支
援
を
い

た
だ
き
な
が
ら
病
魔
と
懸
命
に

闘
っ
て
い
る
。
苦
労
・
心
配
を
か

け
て
し
ま
っ
た
私
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
、
失
い
た
く
な
い
母

で
あ
る
。

　

母
の
場
合
、
救
急
医
療
に
は

～ 
命
の
架
け
橋
、
救
急
医
療 

～

数
え
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
一
番
最
近
の

体
験
談
を
紹
介
す
る
。

　

そ
れ
は
10
月
の
あ
る
深
夜
の
こ

と
。
母
の
体
調
が
急
変
し
、
足
が

た
た
な
く
な
り
呼
吸
が
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
と
い
う
音
を
だ
し
、
と
て

も
苦
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
私
は
、

母
の
主
治
医
が
い
る
病
院
（
救
急

医
療
を
担
っ
て
い
る
）
に
電
話
を

し
た
。「
す
ぐ
に
連
れ
て
き
て
欲

し
い
」
と
の
事
だ
っ
た
。
父
と
私

で
母
を
車
に
の
せ
病
院
へ
と
急
い

だ
。
車
の
中
で
も
容
態
は
ど
ん
ど

ん
悪
く
な
る
。
病
院
に
着
く
と
運

よ
く
他
の
患
者
さ
ん
が
お
ら
ず
、

す
ぐ
に
救
急
治
療
室
に
搬
入
さ
れ

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
も
そ
の
日
は
母
の
主
治
医
が

当
直
で
あ
っ
た
。
処
置
が
終
わ
り

先
生
に
呼
ば
れ
、
母
親
の
状
態
に

つ
い
て
話
を
し
て
く
れ
た
。
私
は

母
親
を
思
う
感
情
な
ど
が
入
り
混

じ
り
、
泣
き
な
が
ら
Ｏ
先
生
に
話

し
を
し
た
。
先
生
は
最
後
ま
で
真

剣
に
話
し
を
聞
い
て
く
れ
情
の
あ

ふ
れ
る
暖
か
い
言
葉
と
気
持
ち
で

励
ま
し
て
く
れ
た
。
先
生
が
私
に

か
け
て
く
れ
た
言
葉
（
気
持
ち
）

の
中
で
、
今
な
お
私
の
励
み
と

な
っ
て
い
る
言
葉
を
紹
介
す
る
。

　

私
は
本
当
に
母
を
失
い
た
く
な

い
。
で
も
、
私
に
は
病
気
を
治
療

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
先
生
に

母
を
お
願
い
す
る
こ
と
し
か
で
き

な
い
。
私
は
次
の
言
葉
を
先
生
に

言
っ
た
。

私
「
先
生
、
私
は
母
に
何
も
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
母

は
眼
も
見
え
な
く
、
生
き
て
い
こ

う
と
思
え
る
生
き
が
い
・
楽
し
み

も
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
を
み
る

こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し

て
あ
げ
た
ら
良
い
か
分
か
ら
ん
」

先
生
「
お
母
さ
ん
は
娘
さ
ん
の
気

持
ち
は
、十
分
分
か
っ
て
ま
す
よ
」

私
「
少
し
で
も
長
生
き
さ
し
て
や

り
た
い
。
先
生
、
母
さ
ん
を
お
願

い
し
ま
す
。」

と
私
は
先
生
に
言
っ
た
。
先
生

は
「
は
い
」
と
い
う
言
葉
と
と
も

に
首
を
こ
っ
く
り
と
頷
い
て
く
れ

た
。
そ
の
瞬
間
、
私
は
言
い
よ
う

の
な
い
暖
か
い
感
情
に
支
え
ら
れ

と
て
も
心
強
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
母
は
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
高
度

治
療
室
）
と
一
般
病
棟
で
お
世
話

に
な
り
、
約
束
ど
お
り
先
生
は
母

を
私
た
ち
家
族
の
も
と
に
再
び
戻

し
て
く
れ
た
。
深
夜
に
診
て
も
ら

え
る
医
療
体
制
・
医
療
機
関
が
な

か
っ
た
ら
母
は
ど
う
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
考
え
る
だ
け
で
恐
ろ
し

か
っ
た
。
母
は
幾
度
か
命
を
助
け

て
も
ら
い
、
家
族
は
母
と
一
緒
に

い
ら
れ
る
時
間
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
貴
重
な
時
間
を
先
生
、
看
護

師
さ
ん
た
ち
に
感
謝
し
な
が
ら
大

切
に
生
き
て
い
き
た
い
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｕ
に
運
ば
れ
た
母
と
面
会

し
、
先
生
と
少
し
話
し
を
し
、
し

ば
ら
く
し
て
病
院
を
あ
と
に
し

た
。
明
け
方
に
な
っ
て
い
た
。
帰

り
際
、
救
急
治
療
室
の
方
を
見
る

と
先
生
と
看
護
師
さ
ん
た
ち
は
、

患
者
さ
ん
の
処
置
に
奔
走
し
て
い

た
。「
ま
た
、
患
者
さ
ん
の
命
を

繋
ぎ
止
め
よ
う
と
必
死
に
先
生
た

ち
は
病
気
と
闘
っ
て
い
る
ん
だ
」

廊
下
か
ら
見
え
る
救
急
治
療
室
が

聖
な
る
領
域
に
見
え
た
。

ひ
か
り
と
支
え

　

神
様
は
私
に
す
ば
ら
し
い
か
け

が
え
の
な
い
者
を
与
え
て
く
れ

た
。
そ
れ
は
私
の
娘
（
母
に
と
っ

て
初
孫
）
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
時

か
ら
母
と
過
ご
し
て
い
た
た
め
、

母
が
何
を
し
た
い
か
何
を
し
て
あ

げ
る
べ
き
か
を
私
よ
り
理
解
し
て

い
る
。
私
が
気
づ
か
な
い
と
こ
ろ

は
娘
が
介
護
し
て
く
れ
る
。
今
、

私
た
ち
親
子
は
大
好
き
な
母
（
ば

あ
ち
ゃ
ん
）
と
一
時
で
も
長
く
過

ご
せ
る
よ
う
、
本
人
を
含
め
二
人

三
脚
な
ら
ぬ
三
人
四
脚
で
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
。
そ
ん
な
私
た
ち

を
支
援
、
指
導
を
し
て
く
れ
て
る

い
る
の
が
強
力
な
助
っ
人
の
主
治

医
の
Ｏ
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
私

た
ち
家
族
に
と
っ
て
「
正
義
の
味

方
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
で
あ
る
。

救
急
医
療
に
つ
い
て
思
う
こ
と

　

人
の
命
と
向
き
合
う
仕
事
「
医

師
」。
母
も
そ
う
で
あ
る
が
必
ず

し
も
助
か
る
と
は
限
ら
な
い
。
人

間
に
は
寿
命
が
あ
る
。
し
か
し
、

救
急
医
療
は
何
時
で
も
治
療
が
受

け
ら
れ
る
。
生
命
の
危
機
に
陥
っ

て
い
る
人
間
に
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
救
急
医
療
体
制
が
よ

り
一
層
充
実
で
き
る
よ
う
我
々
の

協
力
も
必
要
で
な
い
か
と
思
う
。

そ
れ
は
、
私
た
ち
自
身
の
た
め
で

あ
る
。
生
命
の
危
機
に
瀕
し
た
緊

急
時
、
診
察
し
て
も
ら
え
る
と
い

う
こ
と
は
、
我
々
に
と
っ
て
安
心

し
て
生
活
が
過
ご
せ
る
基
盤
だ
と

思
う
。
人
の
命
と
向
き
合
い
過
酷

な
現
場
で
患
者
さ
ん
と
一
緒
に
病

気
と
闘
っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
、

看
護
師
さ
ん
た
ち
に
、
感
謝
す
る

気
持
ち
も
大
事
な
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

2
か
月
に
わ
た
り
、
私
の
経
験

し
た
救
急
医
療
を
紹
介
し
ま
し

た
。
こ
の
体
験
談
で
少
し
で
も
救

急
医
療
の
重
要
性
を
感
じ
、
徳
島

県
救
急
医
療
体
制
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
救
急
医
療
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
が
、
救
急
医
療
を

担
う
お
医
者
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
の
お
医
者
さ
ん
も

過
酷
な
現
場
で
私
た
ち
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
　

◎
三
好
市
保
険
医
務
課

地
域
医
療
担
当

自分の健康のため、大切な人のために…
年 1 回の特定健診を受けましょう
糖尿病など生活習慣病は、発症しても自覚症状が
ない病気ですが、徐々に全身の血管を傷め、脳梗塞・
心筋梗塞・腎不全などの生命にかかわる病気を引
き起こす原因となります。三好市国民健康保険か
ら「特定健康診査受診券」が届いている方で、健
診を受けていない方は、ぜひ受診してください。  

受診期間▼ 12 月 31 日まで
受診方法▼「特定健康診査受診券」と

「国民健康保険証」を持参し、指定医
療機関で受けられます。
受診料として 1000 円が必要です。

お問い合わせ先
三好市保険医務課（☎ 72-7613）
三好市健康づくり課（☎ 72-6767）

QRコードからアクセス
パスポートをGET!!

徳島県では、お子様と一緒に過ごしふれあい
を深める機会をもってもらうため、県民・事
業所・行政が連携して子育て家庭を応援する

「徳島県 GO!GO! くっつき隊応援事業」を実施
しています。お子様と一緒に、協賛いただい
ている店舗や施設などへお出かけしたときに

「くっつき虫」を提示すると、いろんな優待サー
ビスを受けることができます。
　　　　　　【お問い合わせ先】

　徳島県保健福祉部こども未来課
　　　　　　☎ 088-621-2178

徳島県
GO!GO!
くっつき隊
応援事業

2011.12　1819　市報 みよし



インターネット・携帯電話にかかるトラブルについて １
三好市役所人権室  ☎72-7622

  

ネ
ッ
ト
被
害
に
つ
い
て
3
回
に
わ
た
り
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
世
界
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
携
帯
電
話
は
、
私
た
ち
の
生

活
と
切
り
離
せ
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
性
能
や
機
種
が
目
ま
ぐ
る
し

く
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
人
権
侵

害
事
件
も
数
多
く
起
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
危
険
な
く
使
い
こ
な
す

知
識
を
、
ト
ラ
ブ
ル
の
実
例
を
も

と
に
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
方
法
は
教

わ
っ
て
も
、
正
し
い
使
い
方
を
学

び
ま
し
た
か
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
情
報
収
集

の
手
段
と
す
る
な
ら
本
当
に
便
利

で
す
が
、誤
っ
た
使
い
方
に
よ
り
、

生
命
を
落
と
す
最
悪
の
ケ
ー
ス
や

心
に
深
い
傷
を
受
け
る
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
６
月
長
崎
県
で
起

き
た
小
学
校
６
年
の
児
童
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板
に
悪
口
を

書
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
腹
を
立

て
死
傷
さ
せ
た
事
件
や
、
平
成
20

年
の
群
馬
の
高
校
生
の
事
件
も「
プ

ロ
フ
」
に
書
き
込
み
を
し
た
相
手

に
腹
を
た
て
死
亡
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

掲
示
板
に
個
人
を
誹
謗
・
中
傷

し
た
書
き
込
み
を
す
る
こ
と
は
い

じ
め
で
あ
り
、
書
き
込
み
が
悪
質

で
あ
れ
ば
警
察
に
検
挙
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
場
合

は
、
人
権
侵
害
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
利
用
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

と
、
裏
に
ひ
そ
む
危
険
性
を
十
分

認
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
を
日
記
帳
代

わ
り
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
書
き

込
む
「
プ
ロ
フ
」
を
安
易
に
利
用

し
た
こ
と
か
ら
、
援
助
交
際
に
発

展
し
た
り
、
大
変
な
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
起

き
て
い
ま
す
。
一
度
ネ
ッ
ト
上
に

流
れ
た
情
報
や
画
像
は
、
回
収
す

る
こ
と
が
困
難
で
、
掲
載
し
た

本
人
の
目
的
や
意
思
に
か
か
わ
ら

ず
、
簡
単
に
不
特
定
多
数
の
方
か

ら
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
大
変
危
険
で
す
。

　

最
近
、
子
ど
も
も
多
く
利
用
し

て
い
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

も
同
様
で
す
。「
無
料
」
の
は
ず

が
、
高
額
請
求
さ
れ
た
ケ
ー
ス

や
、
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

し
た
ら
、
ア
ダ
ル
ト
系
に
つ
な
が

り
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
請
求
画

面
が
消
え
な
く
な
っ
た
場
合
な
ど

が
多
く
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
を
め
ぐ
る

様
々
な
問
題
は
す
べ
て
の
大
人
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
真
剣
に
取
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
利

用
さ
せ
る
場
合
に
は
、
ル
ー
ル
を

決
め
、
悪
質
な
サ
イ
ト
に
つ
な
が

ら
な
い「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能
」

（
注
1
）
を
つ
け
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
家
庭
で
十

分
話
し
合
い
、
自
分
で
自
分
を
守

る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
被
害

に
あ
っ
て
も
注
意
を
受
け
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保

護
者
や
学
校
に
相
談
し
な
い
場
合

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

掲
示
板
な
ど
へ
の
誹
謗
・
中
傷

の
書
き
込
み
は
、
管
理
者
・
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
へ
の
削
除
依
頼
を
し
て

く
だ
さ
い
。
削
除
が
さ
れ
な
い
場

合
は
、
警
察
や
法
務
局
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

　

法
務
局
か
ら
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
に

対
し
削
除
要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
地
方
法
務
局

☎ 

０
８
８-

６
２
２-

４
１
７
１

（
注
1
）
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
機
能

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
に
、
一
定
の
基
準
に
基

づ
き
ア
ク
セ
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昭和 51 年に旧西祖谷山村選挙管理委員に就
任以来、在職 22 年、その間 10 年間委員長と
して選挙の管理執行の重責を果たされました。
また、村議会議員として、村議会副議長等の要
職を歴任し、地方自治の発展に貢献されました。

平成 7 年より阿波池田商工会議所会頭を 6
年 6 か月務め、観光振興、商業・商店街振
興を図るとともに、国道 32 号線猪ノ鼻道路工
事の着工に尽力されました。また、食品衛生
の向上発展に多大な貢献をされました。
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平成３年に旧池田町議会議員に初当選以来、
15 年間にわたり池田町議会副議長をはじめ、
議会改革特別委員会副委員長などを歴任され、
議員活動を通じ常に全町的視野に立って町政
の推進に努め、地域の振興に貢献されました。

紺綬褒章は、「公益の為私財を寄付し功績顕著な
る者」に対して授与されるもので、船井さんは三好
市にふるさと納税として多額のご寄附をなされ、3
度目の受章となりました。いただきましたご寄附は、
三好市発展のため有効に活用させていただきます。
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各種受章
長年にわたる職務に対する功労や社会貢献をたたえる
秋の叙勲などが発令され、市などから推薦した 4 名が
受章されましたので、ご紹介いたします。

今月号では市などから推薦しました受章者を掲載しましたが、それ以外の全ての受章者を把握できません。受章者がおられましたら、
内閣府への推薦をした方（団体）は市役所秘書広報課までご連絡ください。
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中央図書館
［一般書］■コンニャク屋漂流記／星野博美 ■人生がと
きめく片づけの魔法／近藤麻理恵 ■峠うどん物語　上・
下／重松清［児童書］■長友佑都／スポーツ伝説研究会 
■ぞくぞく村のかぼちゃ怪人／末吉暁子 ■赤ちゃんお
ばけベロンカ／クリスティーネ・ネストリンガー［絵本］
■しろとくろ／星川ひろ子 ■たかこ／清水真裕 ■ペネ
ロペおかしなふくをきる／アン・グットマン 

井川図書館
［一般書］■歓ぶこと悲しむこと／五木寛之 ■心に吹
く風／宇江佐真理 ■介護退職／楡周平 ［児童書］■ひ
らがないろは／東京学芸大学文字絵本研究会 ■みんなの
恋バナ／ナックス ■ 15 才の志願兵／大森寿美男

新着図書の紹介

Books

［一般書］中央図書館

生ききる。
著者：瀬戸内寂聴・梅原猛 
岩手県・天台寺の名誉住職である作
家・瀬戸内寂聴と、 宮城県出身で日
本を代表する哲学者・梅原猛が緊急
対談。東北に縁があるふたりが、こ
の難局を乗り越え、希望を見出すた
めに語り合う。

■ 1 月の行事予定

・おはなし会［中央図書館］

　　日時：毎週土曜日　14 時〜 14 時 30 分

・おはなしひろば［井川図書館］

　　日時：毎週土曜日　10 時 30 分〜 11 時

■ 1 月の休館日

中央図書館　12 月 28 日〜 1 月 4 日、毎週水曜日

井川図書館　12 月 27 日〜 1 月 3 日　毎週火曜日

■ 巡回配本日程（1 月）

   11 日   三野 - 三野幼 - 王地小

   12 日   池田 - 川崎小 - 旧大利郵便局前 - 白地小

   13 日   池田 - 三縄駅前 - 三縄幼 - 三縄小

   16 日   三野 - 芝生小　  

   17 日   山城 - 政友小 - 大野小

　19 日   東祖谷 - 落合小 - 祖谷歴史館 - 栃之瀬小 

   20 日   池田 - 萩田商店前 - 箸蔵幼 - 佐野小

　23 日   池田 - 西山小 - 馬路小

              西祖谷 - 檪生小　 山城 - 下名小 - 山城荘前    

   24 日   井川 - 井内小 - 西井川小

・都合により巡回日が変更・中止の場合がございます。

・ご利用になられる方は、三好市中央図書館（電話

72-2781）までお問い合わせください。

中央 ☎72-2781　　井川 ☎78-4311

［児童書］井川図書館
みいちゃんの冬
著者：ピーマンみもと
寒い冬、みいちゃんはたき火にあたっ
てぽかぽか。お父さん、お母さんは師
走の大掃除やおせち料理のしたくで大
忙し…。年末の過ごし方についてお年
寄りに尋ねたり、また冬の童謡を歌い
ながら演じる紙芝居。

新着図書は上記以外にもありますので、各図書館まで
お問い合わせください。

Sports
いけだスポーツクラブ 1 月教室開設日

お問い合わせ先
　いけだスポーツクラブ
　　　　（電話 72-5755）

教 室 名 開 設 日
レッツ体力つくり 25

キッズ＆ジュニアスポーツプログラム

Jr バレーボール＆
ヒーロー養成教室 バレー

（月） 16 ･ 23 ･ 30
（木）5・19・26・（金）6
（土）14・21

キッズサッカー＆フットサル（土）7・14・21・28
ヒーロー養成教室 野球 （土）14・21・28

Jr ハンドボール
（火）17・24・31
（土）21

カワイげんきアップ体操 （土）7・14・21・28

教 室 名 開 設 日
ヨーガ月曜コース 16・23・30
ヨーガ木曜コース 19
肩こり予防＆リフレッシュ体操 6・20
3Cチャレンジフィットネス 18・25
フィットネスプログラム
ビギナーズ / トータル 16

社交ダンス 14・28
史跡巡りウォーキング 26
フラベーシック/ステップアップフラ 調整中
グランドゴルフサークル 0 毎週 月・水・金
障害者フライングディスク お休み

☆ 場所はすべて池田総合
体育館。ただしグランドゴ
ルフ、ヒーロー養成野球は
吉野川運動公園、社交ダ
ンスは保健センターです。
※日程変更になる場合がございます

12 月 29日～ 1月 3日の間、年末年始のため池田総合体育館ほか、
市内の社会体育施設・学校開放施設がご利用になれません。

家に閉じこもりがちになっていませんか？寒い時期こそみんなで楽しく体を動かしましょう♪

平尾 柚
ゆ か

香 ちゃん

三野 2才

島本 滉
こうせい

生 ちゃん

池田 2才

岸上 知
ともひろ

弘 ちゃん

井川 2才

藤井 柚
ゆ ず き

妃 ちゃん

井川 2才

中川 凛
り と

乙 ちゃん

池田 3才

丹田 留
る か

華 ちゃん

池田 3才

大西 麻
ま お

央 ちゃん

三野 3才

鈴木 瑛
え い た

太 ちゃん

三野 1才

中村 航
こうだい

大 ちゃん

池田 1才

佐藤 来
ら な

菜 ちゃん

井川 1才

1 月生まれのお子様（1歳〜3歳）募集中！
お名前（ふりがな）、住所、誕生日、電話番号をご
記入のうえ、写真を三好市秘書広報課までお送り
ください。1 月号の締切は 12 月 20 日です。
★ 写真はトリミングします。また写真は返却でき

ませんので、ご了承ください。
★ デジカメ等の場合は、データを秘書広報課まで

直接お持ちになるか、Ｅメール（koho@city.
tokushima-miyoshi.lg.jp）でお送りください。

12月

加地 雪
ゆ き か

華 ちゃん

1才池田

池田中学生が市内外8か所で
農林業体験

　10 月 18 日、子ども達に農林業体験を通じてふるさとを愛
しふるさとに貢献する意欲を育てることを目的に、池田中学校
の 2 年生が市内外 8 か所に分れて、農林業体験を行いました。
　池田町シンヤマでは、やまびこ森林研究会員が講師となり、
椎茸の植菌体験などが行われ、参加した中学生は電動ドリルを
使って原木に穴を開け、椎茸菌を打ち込みました。彼らが卒業
する春頃には椎茸が収穫できるそうで、中学生は講師の話に熱
心に耳を傾け、林業の大切さなどについて学習しました。

三好郡・市中学生を対象に
蔦文也杯記念野球教室

　11 月 20 日、昨年に続き、蔦文也杯記念野球教室が徳島インディ
ゴソックスの選手らを迎えて池田球場で始まりました。
　開校式では、坂口球団代表から野球教室を通して、それぞれの
潜在能力を引き出してくださいと挨拶があり、参加した中学生は
選手からフォームを意識する大切さなど捕球や送球、打撃の基礎
を教わりました。野球教室は 12 月 18 日まで計 8 回行われ、基
本とポジションごとの練習を通して、野球技術の向上を図ります。
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まちかどフォトニュース
おもしろいこと、珍しいもの、どんなことでもいいので耳よりな情報をお知らせください。

　三好市 秘書広報課  ☎ 72-7646

今年も盛況 妖怪まつり
　山城町の藤の里公園において、11 月 20 日
に第 11 回妖怪まつりが行われ、市内外から多
くの家族連れらが訪れ、妖怪たちと触れ合い
ました。この日は、約 20 体の妖怪がほら貝の
音色にあわせて登場したほか、妖怪バンドの
演奏や妖怪踊りも披露され、来場者は具だく
さんの妖怪汁やあめごの塩焼きなどに舌包み
を打ちながら、こなき爺やエンコ、やまじち
などの妖怪たちと一緒に記念撮影をしたり握
手をしたりしていました。また、大道芸人ジャ
グラービットさんのジャグリングショーも行
われ会場は大変盛り上がりました。

箸蔵福祉村でふれあい祭

　全ての人の心を大切にしようとの
思いが込められた、第 7 回箸蔵ふ
れあい祭が、11 月 6 日に箸蔵小学
校および公民館で開催され，多くの
参加者で賑わいました。
　箸蔵小学校鼓笛隊の演奏を皮切り
に、はしくら宝珠混声合唱団による
箸蔵福祉村の歌（ここは箸蔵福祉村）
のコーラス、世界の発動機展や各種
作品展など多彩な催しが用意され、
訪れた参加者らは、手打ちうどんな
どに舌鼓を打ちながら箸蔵福祉村で
の一日を満喫していました。

心も温まる芋たき会

　伊予川の環境を保全し、将来に残
していくことを目的に秋の催しとし
て定着している伊予川芋たき会が、
11 月 6 日に行われました。
　地元で取れた新鮮なしいたけや大
根、ごぼうや白菜、こんにゃくなど
をふんだんに使った具材に、作り手
の笑顔ともに山城の味噌で仕上げた
芋炊きは、心も温まる絶品のおいし
さでした。このほか会場では、政友
小の環境学習の紹介や大野小学校の
児童作品展、ラフティング体験など
も行われ、賑わいをみせました。

みんなが主役のなでしこまつり

　参加する一人一人が主役であり、
いつまでも心に残るまつりをとの思
いが込められた、第 30 回なでしこ
まつりが、11 月 5 日から 6 日、辻小
学校鼓笛隊と町内幼稚園の子どもみ
こしのパレードを皮切りに井川中学
校で開催されました。
　ピアノ･バイオリンの演奏会やカラ
オケ大会、詩吟などの芸能発表会、
井川町辻の古郷家の貴重な絵地図展
など多彩な催しやつきたてのお餅の
販売などの各種団体のバザーなど大
盛況で多くの人で賑わいました。

うだつの町並みで、市内外の特産品を販売

　うだつの町並みが残る池田町本町通りで、11 月 19 日、
第 2 回うだつマルシェが開催されました。地域の活性化に
取り組む住民団体「キラリ本町」が主催したもので、この
日は市内外から 25 店舗が参加し、食品や雑貨などさまざま
な商品を販売しました。また、市の地域おこし協力隊の𠮷
田絵美さんが空き家を改装したイベントスペース「きせる」
では、市外の協力隊員も参加して地域の特産品などを販売
しました。会場は大勢の買い物客で大変にぎわいました。

初滑りは井川スキー場で

　井川スキー場腕山で 11 月 18 日、今季の営業が始まり、
シーズン中の安全を願う神事やテープカットの後、県内外
から訪れたスキーヤーやスノーボーダーたちは、さっそく
リフトに乗り込み、ライトアップされた人工雪のコース
で、思い思いに初滑りを楽しみました。今季の営業は来年
3 月 21 日までの予定で、不整地コースなどの新コースも
オープンの予定です。今シーズンの初滑りにぜひ井川腕山
スキー場に行ってみてはいかがでしょうか。

源内の里でふるさとまつり

　人が集まり楽しく帰っていただけ
る里を創っていこうと、11 月 3 日、
祖谷源内の里運営協議会主催で、第 1
回祖谷源内の里ふるさとまつりが、西
祖谷山村重末の祖谷源内の里小屋掛
け舞台において開催されました。箏曲
や襖絵の発表、人形浄瑠璃や韓国宮廷
舞踊などの伝統芸能が披露され、華や
かな一日となりました。参加した来場
者らは、そば米ぞうすいや打ち立ての
そばとともにまつりを堪能していま
した。また、日韓交流 10 周年を記念
してしだれ桜が記念植樹されました。

心を込めて 第九コンサート

　三好市合併 5 周年を記念すると
ともに東日本大震災を哀悼・復興支
援するコンサートとして、四国第九
コンサートが 11 月 5 日、池田総合
体育館で開かれました。三好市民第
九合唱団を中心に、県内外で活躍
されている指揮者･声楽家･演奏者ら
は、春の小川など日本の四季の童謡
や初の試みとなる合唱団とピアノ連
弾による第九の合唱などを披露し、
つめかけた聴衆は美しい音色を響か
せた演奏が終わると、惜しみない拍
手を送っていました。

三好市産の精粟を献穀

　10 月 27 日に開催された平成 23
年度新嘗祭献穀献納式において、池
田町西山の山下順治さんご夫妻が皇
居を訪れ、天皇皇后両陛下に三好市
産の精粟５合を献穀しました。
　新嘗祭は、毎年 11 月 23 日の勤
労感謝の日に行われる皇室行事の一
つで、宮中三殿の近くにある神嘉殿
にて執り行われます。献穀は、「新
嘗祭」に供えられる新穀を、各道府
県の農家が献納するもので、明治
25 年以来続いている伝統的な行事
です。
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長年の貢献を表彰

　三好市優良従業員表彰式が、11 月
22 日に池田総合体育館で開催されま
した。これは、三好市と阿波池田商
工会議所、三好市商工会が主催し、
市内事業所に長年勤続されている優
良従業員の方を表彰するものです。
　表彰を受けられた方は長年にわ
たって勤務され、事業所の業績発展
だけでなく、三好市の産業の発展に
も貢献された方々です。この日は 13
事業所 22 名が表彰を受けられまし
た。受賞された皆様おめでとうござ
いました。

響け 届け 希望の光

　地域とそこに集う人々が元気になっ
てほしいという想いが込められた、池
田冬のオブジェ。今年も 12 月 1 日に
池田へそっ子公園でオープニング式典
が行われ、池田小・中学生によるブラ
スバンド演奏や夢

ゆめらいと

来人宣言の後、約 10 
万個のイルミネーションが一斉に点灯
されると、公園内は温かく柔らかな光
に包まれ、来場者はオブジェの優しい
美しさに見入っていました。イルミネー
ションは１月 10 日まで点灯され、協
賛団体の事業所など市内のいたるとこ
ろで想いが込められた光に出合えます。

華やかな文化交流

　11 月 19 日から 21 日までの 3 日
間、第 24 回池田文化まつりが三好
市中央公民館ほか池田町内各地にお
いて開催されました。
　オープニングセレモニーの池田小
学校児童による金管バンドの演奏に
はじまり、華道や絵画・書道など各
種展示や、絵手紙・和紙ちぎり絵な
どの体験講座、日舞・三味線・太極拳・
コーラスなど多彩な舞台発表が行わ
れました。舞台での発表には、文化
協会各支部の団体からの参加もあり、
華やかな文化交流が図られました。

市民が主役 福祉のまちづくり

　第 6 回三好市社会福祉大会・ふれ
あい広場が 11 月 13 日に池田総合体
育館で開催されました。式典では、
多年にわたり社会福祉の発展に功績
のあった方や団体に対しての表彰が
行われました。また、各団体による
展示やバザー、陸上自衛隊第 14 音
楽隊の演奏会や、元マラソンラン
ナーで熊本市議会議員の松野明美さ
んによる「人生は一番でなくてもい
い～生まれてきてくれてありがとう
～」と題された記念講演も行われ、
多くの来場者でにぎわいました。

日頃の感謝をこめて

　道の駅三野で、11 月 13 日に秋の
収穫祭が開催され、朝早くから多く
の人でにぎわいました。
　このお祭りは地元生産者の方が日
頃の感謝の気持ちをこめて毎年行っ
ているもので、直売所では地元でと
れた新鮮野菜や農産加工品などの即
売、新米や農産物があたる福引きや、
豚汁やお好み焼き、わた菓子の振る
舞いがありました。また、地元三野
町の華蝶連の阿波踊りもあり、訪れ
た人は実りの秋のお祭りを楽しみま
した。

笑いに包まれたお笑い寄席

　宝くじ文化公演「東京名人会」の
お笑い寄席が 11 月 10 日、池田総合
体育館で開催されました。落語の春
風亭昇太さん、林家木久蔵さんをは
じめ、動物ものまね江戸家猫八さん、
ナポレオンズのマジックショーや三
増れ紋さんの江戸曲ごまなど熟練さ
れたプロの芸が披露されました。マ
ジックショー、江戸曲ごまでは、客
席の方数名が舞台に上がり出演者と
共演、また出演者が客席に降りて芸
をする場面もあり、観客が一体とな
り会場内は笑いに包まれていました。

長慶ゆかりの地で武者行列まつり

　三好市にゆかりのある戦国武将・三好長慶にス
ポットをあてた「三好長慶武者行列まつり」が、
11 月 6 日、三野町紅葉温泉周辺で開催されました。
地元住民らが、地域の活性化や地域情報の発信につ
なげようと今年初めて開催したものです。
　武者行列では甲冑や陣羽織を身に着けた地元市
民や県内外の長慶ゆかりの団体からの参加者らが
武将や旗持ちなどに扮し、出陣式で勝ちどきを上げ
たあと紅葉温泉駐車場から近くの滝寺まで勇壮に
練り歩き、訪れた多くの見物客を楽しませました。

情愛豊かな 人形浄瑠璃の世界
　三好市出身の文楽人形遣いの吉田勘緑さんがプロ
デュースする、人形浄瑠璃三好市公演が 11 月 27
日に池田総合体育館で開催され、多くの観客が人形
浄瑠璃の世界を楽しみました。従来の悲しい物語か
ら、お鶴が生き返り、十郎兵衛や母お弓と手を取っ
て徳島に帰るというハッピーエンドに変更された新
作「哀れ銀十郎」を、人間国宝竹本駒之助さんらの
迫力ある語りや三味線に合わせて、とくしま座が巧
みに人形を遣って熱演し、来場者は人形の表情や仕
草などに固唾を呑んで舞台に見入っていました。

生徒手づくりの
さまざまな商品を販売

　第 16 回三好高校楓
祭が 11 月 12 日に開
催され、生徒が実習を
通して育てた白菜や
大根などの農産品や、
ジャム、パウンドケー
キ、鶏の燻製などの加
工品、花の寄せ植えな
どさまざまな商品が販
売されました。
　会場はお目当ての商
品を求めて、市内外
から訪れた人でにぎわ
い、売り場の前に行列
ができているところも
ありました。また、同
窓会による農産品など
の販売、発動機展や徳
島工業短大展など各種
展示もあり盛大なお祭
りとなりました。

　井川中学校から敬寿
荘へ間伐材を利用した
表札が贈られました。
生徒たちは各部屋の花
や木の名前から構図や
絵・色を考え作成し、
一人ひとりの敬寿荘へ
の思いや個性が表現さ
れたかわいらしい表札
ができあがりました。
　また、敬寿荘利用者
から辻駅を利用する方
に、駅構内の長椅子に
座布団と背もたれをと
りつけました。列車を
待つ間、少しでも寒さ
を忘れ暖かく座っても
らえたらと毎年とりつけ
ています。とりつけたあ
とはさっそく座り心地を
確かめていました。

心のあたたまる
プレゼント
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資料請求・お問い合わせ先▼
放 送 大 学 徳 島 学 習 セ ン タ ー（ ☎
088-602-0151）

栃之瀬小学校閉校記念誌について
　栃之瀬小学校は、平成 24 年 3 月
31 日をもって閉校となります。そ
こで、栃之瀬小学校 100 年の歩み
を記録に残すため、「閉校記念誌」
を作成中で，平成 24 年 2 月に完成
予定です。詳しいことを知りたい方
は、栃之瀬小学校までお問い合わせ
ください。
お問い合わせ先▼栃之瀬小学校（☎
88-5123）

口座振替方法変更手続きに
関する通知書について

（訂正とお詫び）
　平成 23 年 11 月 25 日付で前納
報奨金廃止に伴い口座振替で納付さ
れている方（全期前納申込者）に通
知しました口座振替方法変更手続き
に関する文書中「平成 24 年度より」
と記載すべきところ「平成 24 年度
を以って」と誤って記載しました。
訂正してお詫び申し上げます。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614）

ご存知ですか？ 法テラス
　日本司法支援センター（法テラス）
は、「総合法律支援法」にもとづい

児童なんでも相談室
相談日▼第 4 月曜日 10 時〜 12 時
相談場所▼子育て支援センター
お問い合わせ・ご相談先▼
三好市地域福祉課（☎ 72-7637）

三好市社協 法律相談
日時▼ 1 月 6 日　13 時～ 16 時
弁護士▼大西聡氏
場所・予約お申し込み先▼
社協井川支所（☎ 78-3140）
※秘密厳守・料金無料。予約制。

三好市社協 一般相談
相談内容▼困りごと全般
相談日・相談場所▼
 毎週火曜日  井川老人福祉センター
 毎週水曜日  社協本所・池田支所 
 1 月 11 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 1 月 18 日　山城総合支所
 1 月 19 日　社協三野支所
 1 月 19 日   社協西祖谷支所　
  ※三野は予約が必要です。
時間▼
13 時～ 16 時

（井川 10 時〜 12 時）
（山城・西祖谷・東祖谷13時〜15時）
一般相談は各支所で常時受付けてい
ますので、お気軽にご相談ください。
お電話での相談もお受けします。
お問い合わせ先▼
社協本所・池田支所（☎ 72-5885）
社協三野支所（☎ 77-2882）
社協山城支所（☎ 86-2434）
社協井川支所（☎ 78-3140）
社協東祖谷支所（☎ 88-2688）
社協西祖谷支所（☎ 87-2088）

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

 1 月 12 日　三好市役所
 1 月 12 日　西祖谷総合支所
 1 月 17 日　三野公民館
 1 月 18 日　山城総合支所
時間▼ 13 時～ 15 時
 （西祖谷のみ 10 時～ 12 時）
お問い合わせ先▼三好市総務課（☎
72-7600）、各総合支所

人権相談
相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 1 月 11 日   老人福祉センター（西祖谷）
 1 月 12 日   三好市役所
 1 月 17 日　三野公民館
 1 月 18 日   山城総合支所　
時間▼ 13 時〜 15 時
お問い合わせ先▼
三好市市民課人権室（☎ 72-7622）

みよし広域連合法律相談
相談日▼第1・3金曜日（祝祭日除く）
ご予約・お問い合わせ先▼みよし広
域連合事務局（☎ 72-5121）

徳島西部ライフサポート
センター定例相談

弁護士による法律相談▼第 1 火曜日
保険金融相談▼第 2 木曜日
出張労働相談▼第 3 木曜日
ニート支援出張相談▼第 4 金曜日
いずれも予約が必要です。
一般相談▼火～土曜日 10 時～ 17 時
ご予約・お問い合わせ先▼
徳島西部ライフサポートセンター

（☎ 72-8611）

て国が設立した公的な法人です。
【情報提供】
　法的トラブルでお悩みの方々に、
法制度に関する情報と、相談機関・
団体等相談窓口に関する情報を無料
で提供します。お電話ください。面
談もおこなっています。（予約優先制）
日時▼月〜金　9 時〜 16 時

【無料法律相談】
　経済的に余裕のない方が法的トラ
ブルにあったときに無料で法律相談
を行い、必要な場合、弁護士・司法書
士の費用の立て替えをおこないます。
ただし資力要件を満たしていること
が条件となります。予約が必要です。
日時▼弁護士相談　　月〜金、
　　　司法書士相談　月
場所▼法テラス徳島
ご予約・お問い合わせ先▼法テラス
徳島（☎ 050-3383-5575）

消費者トラブル相談窓口
　安心安全な消費生活を送るために
困ったこと、不審なことがあれば、ご
相談ください。相談料無料、秘密厳守
相談内容▼訪問販売や電話勧誘販売
での契約トラブル・多重債務（借金
で悩んでいる）など。　
日時▼月～金曜　9 時～ 17 時
お問い合わせ先▼三好市商工政策課

（☎ 72-7645）

三好市行政相談
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
相談日・相談場所▼
 1 月 04 日　東祖谷 祖谷の歴史館
 1 月 06 日　井川総合支所 

都市再生整備計画事後評価
原案の公表について

　市では、平成 19 年度～平成 23 年
度にかけて、社会資本整備総合交付
金（旧まちづくり交付金）を活用し、
池田地区の都市再生整備計画事業に
取り組んできました。この事業の成
果の確認を行う事後評価原案ができ
ましたので公表します。また、この
事後評価について、次のとおりパブ
リックコメントを実施しますので、
多数のご意見をお願いいたします。
募集期間▼平成 23 年 12 月 12 日

（月）～平成 24 年 1 月 11 日（水）
閲覧場所▼三好市企画調整課
8 時 30 分から 17 時まで（土日祝
日、年末年始を除く）なお、事後評
価原案については、市のホームペー
ジ（http://www.city-miyoshi.jp/）
でもご覧いただけます。
意見書の提出方法▼様式は自由で
す。郵送または E メールにてご提
出ください。
意見書の提出先・お問い合わせ先▼
〒 778-8501  三好市池田町シンマ
チ 1500-2  三好市企画調整課（☎
72-7607、E メール kikakuchousei
＠ city.tokushima-miyoshi.lg.jp）

障害者職業訓練生の募集　
兵庫県伊丹市にある国立県営兵庫障
害者職業能力開発校では、平成 24
年度訓練生（4 月入校）を募集しま
す。詳しくは直接次のお問い合わせ
先または居住地を管轄する公共職業
安定所にお問い合わせください。

相 談

募集対象▼身体障害者
募集科目と募集定員▼【1 年制】
OA システム科（12 名）、グラフィッ
クアート科（17 名）、情報ビジネス
科（14 名）、インテリア CAD 科（8 
名）、【6か月制】オフィスワーク事
務科（14 名）
受付期間▼ 1 月 17 日（火）まで
選考日▼ 2 月 1 日（水）
授業料▼無料（教科書代等は自己負担）
その他▼通校が困難な方については
校内に寮設備があります。
お問い合わせ先▼
国立県営兵庫障害者職業能力開発校

（☎ 072-782-3210）

春休み海外派遣事業参加者募集
　文部科学省所管の㈶国際青少年研
修協会では、春休みに青少年を対象
に国際交流事業を実施します。
日程▼平成24年3月25日～4月5日
内容▼ホームステイ、学校体験、英
語研修、野外活動、地域見学など
申込締切▼平成 24 年 2 月 6 日
　参加コースにより、内容、参加費
など異なりますので、詳しくはお問
い合わせください。
お問い合わせ先▼財団法人国際青少
年研修協会（☎ 03-6459-4661）

放送大学 4 月生募集のお知らせ
　放送大学では、平成 24 年度第 1 学
期（4 月入学）の学生を募集していま
す。放送大学はテレビなどの放送を利
用して授業を行う通信制の大学です。
心理学・福祉・経済・歴史・文学・自
然科学など、幅広い分野を学べます。
出願期間▼ 2 月 29 日まで

募 集

そ の 他
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愛玩鳥、山羊、いのしし等を
飼育している方へ

　今年 10 月の家畜伝染病予防法の
改正に伴い、下記動物を飼養してい
る方は「定期報告書」（市役所農業
振興課、JA または家畜保健衛生所
に置いています）により、動物名と
頭羽数を報告いただくようよろしく
お願いします。
対象者▼鶏・あひる・うずら・きじ・
だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥・牛・
水牛・鹿・馬・綿羊・山羊・豚・いの
ししを 1 羽、1 頭でも飼養している方
内容▼飼養している動物名と頭羽数
報告先▼西部家畜保健衛生所長
提出日▼平成23年における報告は、
平成 23 年 12 月 15 日までに提出

（平成 23 年 10 月 1 日時点の飼養状
況について）
　記入方法など不明な点がありまし
たら、下記までご連絡ください。
お問い合わせ先▼西部家畜保健衛生
所（☎ 82-2397）

10 月から求職者支援制度が
スタートしました

　求職者支援制度とは、雇用保険を
受給できない求職者の方が、職業訓
練によるスキルアップを通じて早期
就職を目指すための制度です（平成
23 年 10 月１日以降に開講する訓
練の受講者が対象）。
支援内容▼
①「求職者支援訓練」または「公共
職業訓練」を無料で受講できます。

（テキスト代などは自己負担）
②訓練期間中および訓練終了後もハ
ローワークが積極的な就職支援を行
います。
③収入、資産などの一定要件を満た
す方に、訓練期間中、「職業訓練受
講給付金」を支給します。
対象者▼次の全ての要件を満たす

「特定求職者」です。 
①ハローワークに求職の申込みをし
ていること 
②雇用保険被保険者や雇用保険受給
者でないこと 
③労働の意思と能力があること 
④職業訓練などの支援を行う必要があ
るとハローワーク所長が認めたこと
お問い合わせ先▼ハローワーク三好

（☎ 72-1221）

コインランドリーの使用休止
　診療所の開設に向けた三名地区連
絡所の改築工事のため、同所に併設
するコインランドリーが、平成 24
年 3 月末までの間、使用休止とな
ります。地域の皆様には、大変ご迷
惑をおかけしますが、ご理解とご協
力をよろしくお願いします。
お問い合わせ先▼三好市保険医務課
地域医療担当（☎ 72-7613）

優良運転者表彰について
条件▼交通安全協会の会員（会費納
入者）で、平成 24 年 1 月 31 日現
在、5 年以上、10 年以上、15 年以上、
20 年以上、30 年以上の無事故・無
違反者。また、その間交通規則を良
く守り、常に交通安全に心がけ、他
の模範となる方。
表彰種類▼二輪（原付）運転免許保
有者表彰および普通免許以上の保有
者表彰
申請方法▼上記に該当する方は、印
鑑と免許証を持参し、平成 24 年 1
月 6 日（金）までに三好警察署へ
お申し込みください。
お問い合わせ先▼三好交通安全協会

（三好警察署内☎ 72-0110）

自動車の不具合情報を
お寄せください

　国土交通省では、迅速なリコール
の実施やリコール隠しなどの防止

　 がありました。審査の結果、最優秀
賞１点、優秀賞５点、入選８点を決
定いたしましたので、お知らせします。
最優秀賞 （１点 ）
たばこ吸う 君はホントに 格好良い？

三加茂中学校 ２年 新居千里さん
優秀賞  （５点 ）
苦しいよ 早く気づいて お父さん

東祖谷中学校 3 年 出口京香さん 
守ろうよ みんなの健康 いい空気

池田中学校 1 年 宮川楓さん 
たばこやめ 空いた右手に 子供の手

西祖谷中学校 2 年 小林駿斗さん
ごちそうも たばこのけむりで  まずくなる

山城中学校 1 年 森下陽奈予さん
たばこ吸う 満足するのは 貴方だけ

三加茂中学校 2 年 篠原彩花さん
入選（８点）
池田中学校    1 年  松下    稜さん
山城中学校    1 年  折坂 裕佳さん
池田中学校    1 年  伊丹 志帆さん
三加茂中学校 2 年  石本 愛美さん
池田中学校    1 年  梅本 実知さん
三加茂中学校 3 年  山内 真衣さん
池田中学校    1 年  藤本 紗織さん
西祖谷中学校 2 年  平山    詢さん
　力作ぞろいの入賞作品は、今後の
三好保健所の喫煙対策の啓発事業に
て活用させていただきます。
お問い合わせ先▼徳島県西部総合県
民局三好保健所（☎ 72-1122）

納め忘れはありませんか
　12 月 25 日は、国保税 6 期と市
民税 4 期の納期限です。みなさん
の暮らしを支える大切な税です。納
期内の納付をお願いします。
お問い合わせ先▼三好市税務課（☎
72-7614・7615）

的な働きかけを様々行っています。
その働きかけの一つとして行われて
いる社会奉仕活動を目的とした補導
委託についてご紹介します。

【家庭裁判所における試験観察】
　家庭裁判所では、非行を犯した少
年について、保護観察や少年院送致
などの処分を決めますが、しばらく
少年の生活態度などを見てから処分
を決めることもあり、これを「試験
観察」といいます。

【社会奉仕活動を目的とした補導委託】
　試験観察においては、非行を繰り
返すことがないよう、様々な方法で
教育的な働きかけを行っています。
例えば、老人福祉施設や乳児院など
の施設に少年を預けて指導してもら
う「補導委託制度」を利用し、短期
間社会奉仕活動に取り組ませること
があります。

【社会奉仕活動に参加することの効果】
　最近の非行少年の特徴として、他
人とうまくコミュニケーションを取
れないことなどが指摘されています
が、活動を通じて、少年は、自然と
相手に思いやりの気持ちを持つよう
になります。
　こうした経験が立ち直りのきっか
けになるものと考えられています。
お問い合わせ先▼徳島地方・家庭裁
判所（☎ 088-603-0111）

たばこと健康に関する
標語・川柳の表彰

　三好保健所では、地域の喫煙対策
推進の一環として、禁煙に関する意
識を高めてもらうため、中学生から

「たばこと健康に関する標語・川柳」
の募集をしたところ、206 点の応募

i情報ひろば information市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

のため、「自動車不具合情報ホット
ライン」を通じて、皆様のお車に発
生した不具合情報を収集しておりま
す。お車の異常を点検修理した場合
や故障の内容にリコールの疑いを感
じた際は、下記まで情報をお寄せく
ださい。
お問い合わせ先▼ フリーダイヤル

（☎ 0120-744-960 平日・日中）、自
動音声（☎ 03-3580-4434 年中無休・
24 時間）、ホームぺ−ジ受付（http://
www.mlit.go.jp/RJ/）

戦後強制抑留者の皆様ヘ
　シベリア戦後強制抑留者に対する
特別給付金を支給しています。
対象者▼旧ソ連邦またはモンゴル国
の地域における戦後強制抑留者で、
平成 22 年 6 月 16 日に日本国籍を
有するご存命の方です。

（特別措置法施行日（平成 22 年 6
月 16 日）以降に亡くなられた方の
相続人は請求できますが、施行日前
に亡くなられた方のご遺族等は、対
象となっておりません）
請求受付期間▼平成 24 年 3 月 31 日  
　まだ請求されていない方はお急ぎ
ください。請求期間内に特別給付金
の支給の請求をしなかった場合に
は、支給されません。
　請求書をお持ちでない方は、当基
金から請求書類をお送りしますの
で、支給当基金にお電話ください。
　既に特別給付金を支給された方
は、再度の請求はできません。
お問い合わせ先▼
独立行革法人平和祈念事業特別基金

（☎ 0570-059-204）

家庭裁判所における
教育的な働きかけ

　家庭裁判所では非行のあった少年
に対して、保護処分に付したり検察
官に送致したりしない場合でも、非
行を繰り返すことのないよう、教育

暮 ら し
お問い合わせ 消防本部 ☎76-5118

小児救急医療（夜間18時～翌9時・日曜9時～翌9時）

毎週 火曜・水曜・木曜 ---------- 県立三好病院
　但し、火・水曜の22時以降は当直医が初期対応。
毎週 月曜・金曜・土曜・日曜 ----半田病院

1月
受診時間 　夜間:17時～23時・休日:9時～23時

夜間・休日救急医療当番医

0120-3444-69
フリーダイヤル み　よ　し　市　　無　休

徳島こども救急電話相談
受診した方が良いのか、様子をみても大丈夫なのか、
看護師や小児科医が電話でアドバイスをします。

みよし市健康相談
医師等が24時間・年中無休で健康・医療等のご相談に
応じ、無料でアドバイスをします。

つながらない場合は ☎088-621-2365

健康・医療に関するご相談は

＃8000プッシュ回線の固定電話や
携帯電話からは局番無しの  

ご利用にあたってのお願い
　救急医療当番医は、夜間や休日にケガや急病
になった方のための診療です。急患以外の場合
は平日に診察を受けましょう。
　当番医は変更になる場合がありますので、事
前に電話で確認し、症状等を説明のうえ、受診
してください。（健康保険証をご持参ください。）

（18時～翌朝8時）

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

1日
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3日
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20日
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22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

31日

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）
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（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

三野田中病院 三野 ☎77-2300

三木病院 三野 ☎77-3900

三木病院 三野 ☎77-3900

宮佐医院 池田 ☎72-0149

北條病院 池田 ☎72-0007

山城診療所 山城 ☎86-3230

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

岸野医院 三野 ☎77-2001

上田医院 三好 ☎79-2004

松浦医院 三加茂 ☎82-2309

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700
田岡医院 池田 ☎72-5551

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

藤内整形外科病院 三加茂 ☎82-3677

三野田中病院 三野 ☎77-2300

山下医院 三好 ☎79-2005

村山医院 池田 ☎72-2110

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700

山下医院 三好 ☎79-2005

安宅循環器内科 池田 ☎72-6300

北條病院 池田 ☎72-0007

三野田中病院 三野 ☎77-2300

川原医院 三加茂 ☎82-2009

三加茂田中病院 三加茂 ☎82-3700
川原医院 三加茂 ☎82-2009
さんさん医院 三加茂 ☎82-5410

くはらクリニック 三好 ☎76-5755　

内田（知）医院 三加茂 ☎82-2035

内田（伸）医院 池田 ☎74-0121

大和外科医院 池田 ☎72-0828

郷外科内科 池田 ☎74-5779　

病気の予防と早期発見を。
　　各種検査・検診受付中です!

インフルエンザ予防接種を
　　　　　　　　　実施しております。
　　★受付時間
　　祝・祭日を除く、月～土曜日
　　小学1年生～12歳　9：00～15：00
　　13歳～ 9：00～17：00

TEL 0883-82-3700（代）
http://www.mikamotanakahp.ecnet.jp/

日本医療機能評価機構認定病院

「市報みよし」は毎月、15,000 部が市内全域に配布されています。ぜひ、会社やお店の宣伝にご活用ください。
詳しくは三好市秘書広報課（☎ 72-7646）までお問い合わせになるか、三好市ホームページをご覧ください。

広告を
掲載しませんか？
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認されている期間については、一部
免除された区分に応じて国民年金保
険料の一部を免除し、残りの一部分
を納付していただくものです。
　一部保険料を納付しなかった場合
は、その期間は「未納期間」となる
ため、将来の老齢基礎年金の額に反
映されず、また、障害や死亡といっ
た不慮の事態が生じた場合に、年金
を受け取ることができなくなる場合
がありますので、保険料の納め忘れ
がないかご確認をお願いします。（そ
れぞれの年金を受けとるには、一定
の要件が必要となります）
お問い合わせ先▼阿波半田年金事務
所（☎ 0883-64-3474）

日程▼平成 24 年 1 月 28 日（土）・
29 日（日）
場所▼いやしの温泉郷ホテル三嶺グ
ラウンド（三好市東祖谷菅生）
お申し込み・お問い合わせ先▼国際
雪合戦四国大会実行委員会事務局

（三好市観光課内☎ 72-7620）

四国酒まつり
（訂正とお詫び）　
　先月号の池田冬のオブジェ 2011
の掲載内容において、四国酒まつり
の開催日に誤りがございましたので
訂正してお詫び申し上げます。大変
ご迷惑をおかけいたしました。
　正しくは、次のとおりです。
開催日▼平成 24 年 2 月 25 日（土）
お問い合わせ先▼池田冬のオブジェ
2011 事務局（阿波池田商工会議所
内☎ 72-0143）

一部保険料の
納め忘れはありませんか

　国民年金保険料の一部免除（4 分
の 3、半額、4 分の 1 の免除）が承

　　
12 月は徳島県

飲酒運転撲滅月間
期間▼ 12 月 1 日（木）〜 31 日（土）
運動の重点▼
①運転者に対する飲酒運転追放意識
の徹底 
②飲食店等における運転者への酒類
提供禁止の徹底 
③職場や家庭、地域全体での飲酒運
転撲滅気運の更なる醸成 
④各種広報媒体の活用による飲酒運
転撲滅に向けた広報啓発活動の推進
　「飲んだら乗らない、乗るなら飲
まない、飲ませない」の飲酒運転追
放「3 ない運動」を徹底し、事故の
ない安全で安心な三好市をつくりま
しょう。
　また、12 月 10 日（土）から 1
月 10 日（火）まで年末年始の交通
安全県民運動が実施されます。
　「あわてられん ゆっくり行かんで 
阿波の道」のスローガンのもと、交
通ルールとマナーを守り事故なく年
末年始を迎えましょう。
お問い合わせ先▼三好市危機管理課

（☎ 72-7625）

第 7 回みよしロードレース大会
日時▼ 平成 23 年 12 月 24 日（土）
小雨決行  開会９時（受付8時30分）
場所▼ぶぶるパークみかも
種 目 ▼ 小 学 校 1 ～ 5 年（ 男 女 ）
1000 ｍ、小学校 6 年（男女）1500 ｍ、 
中学校（男女）・一般・高校（女子）
3000 ｍ、一般・高校男子 5000 ｍ
参加料▼一般 500 円（当日受付）
申込締切▼平成23年12月16日（金）
お問い合わせ先▼三好郡陸協事務
局井上（ ☎ 090-1008-6733、FAX 
74-5926）

成人式のおしらせ
日時▼平成 24 年 1 月 4 日 （水）
 13 時（受付：12 時より）
場所▼三好市池田総合体育館
対象者▼平成 3 年 4 月 2 日から平
成 4 年 4 月 1 日までに生まれた方

（市内旧町村中学校卒業名簿の記載
者と三好市に住民登録している方に
は案内状をお送りしています。）
※案内状が届いていない方でも、当
日は参加できます。　
お問い合わせ先▼三好市教育委員会
生涯学習課（☎ 72-3900）
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 三好市の人口

　男  性   14,472 人
（ - 22 人） 

　女  性   16,311人　
（ - 29 人）

　総  数   30,783 人
（ - 51人）

　世帯数  13,693 戸
　　（ -6 戸） 

平成 23 年 12 月 1 日現在
　  （　）内は前月対比

催 し

informationi情報ひろば 市民の皆様の生活に役立つ情報や催しなどを紹介するページです。

男性料理教室
　ヘルスメイトによる男性料理教室
を開催します。調理の基本について
の勉強や調理実習を行います。参加
希望の方は下記までお申し込みくだ
さい。
日時▼平成 24 年 1 月 25 日（水）
10 時〜（受付 9 時 45 分）
場所▼三好市保健センター
対象者▼市内在住の男性、先着 20 名
参加費▼無料
米１合、エプロン・三角巾・筆記用
具をご持参ください。
申込締切▼平成 24 年 1 月 13 日（金）
お申し込み・お問い合わせ先▼ヘル
スメイト三好事務局（三好市健康づ
くり課内☎ 72-6767）

第 8 回国際雪合戦四国大会
参加チームを募集しています

　雪合戦は日本雪合戦連盟公認の公
式ルールに則ったスポーツです。全
国大会出場権をかけた「北海道リー
グ」、初めての方でも気軽に楽しめ
る「エンジョイリーグ」など内容盛
りだくさんです。興味のある方はぜ
ひお問い合わせください。

（70）

市報みよし 1 月号の
発行日の変更について
　市報みよしは、毎月 10 日
頃に発行をしておりますが、
次号（１月号）の発行日は、
年末年始の都合上、１月 12
日（木）に変更をさせていた
だきます。12 日に発送作業
をし、順次自治会長様宅まで
お届けいたしますので、ご了
承ください。
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□ 編集後記

今年も残りわずかになり、何かと気
ぜわしい毎日を過ごされてませんか？
私事ながら、12 月は誕生日や結婚記
念日の月で、家族をはじめ、自分を支
えてくれる方 と々の絆の大切さを気づ
かせてもらえる季節です。取材で訪れ
たへそっ子公園の池田冬のオブジェで
は、「町に夢」「人に愛」「心に潤い」
を灯す希望の光が市内を温かく柔ら
かな光で包んでいます。家族や地域、
市民の思いが込められた市報を編集
し、お届けできればと思います。（近）

今年は地震、津波、台風による土砂
災害…と日本各地が大災害に見舞わ
れ、いざというその時に自分に何がで
きるかを考えさせられた 1 年でした。
報道などで、被災地の厳しい状況の
中でも住民の皆さんに情報を伝える
ため広報紙を発行していることを知り、

「広報」という仕事の大切さをあらた
めて感じました。今年できなかったこ
との反省をし、今ここで自分にできる
ことを精一杯やれるよう、来年に向け
てがんばりたいと思います。（長）

大月のオハツキイチョウ
ー 三好市山城町大月 ー

69
歩
目

　山城町大月の長福寺門前にある「大月のオ
ハツキイチョウ」は天正年間に白地城主の
大西覚養が寺院を移転した際に植樹したもの
であろうと伝えられています。幹周りはり約
6m、樹高は約 30m、推定樹齢 400 年とさ
れる巨樹です。この木は雌株で、葉縁 1 個、
希に 2 個の種子を着生するものがあり「オ
ハツキ（御葉つき）イチョウ」と呼ばれてい
ます。大月のイチョウはこれに加え、ラッパ
状の形をした奇形の葉が混じっている「ラッ
パイチョウ」の性質も備えており、全国的に
も極めて珍しい。昭和 29 年 1 月 29 日、徳
島県の天然記念物に指定されました。　
　例年 11 月 20 日ごろから 12 月初旬の落葉
までライトアップされています。
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